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主謹準一蕊墓

､86年レース委員長を務められた谷川晴彦氏が今同ア

ドバイザーとして御参加下さいました。我々のぎこち

ない運営にもよく耐えて頂き，要所要所で当を得たさ

りげない助言，大変，心強く，あらためて御礼を申し

上げます。今後も多くの会員がレース運営を担当され

る事と思いますが，是非，見守って欲しく，重要なポ

ストに最適な人選であったと思います。

海上運営を全面的に第3者の組織に委託した昨年度

と，頼りない我々の精一杯の努力を比較するつもりは

毛頭ありませんが，駿河湾支部の手作りレースを成功

させようという心意気が参加各位に伝わったのか，お

陰様でレース委員会へのクレームは無かったと自負致

す次第です。

さて，レース期間途中，台風13号の影響でレース艇

が熱海港をはなれ各避難港へ退避するアクシデントは

あったものの，レース日は全般的に風に恵まれ，注目

さたワントン勢を主体とした大型艇が上位を占める結

果となりました。又，ロングオフショアコース三宅島

東岸において落水事故が発生致しましたが，落水者の

冷静な判断により，大事に至る事なくレースを終了す

る事が出来ました。

本来であれば白熱したレース状況を記すべきでしょ

うが，なにせ，レース運営が手一杯で,細部に渡るレー

ス展開が把握されておりませんので，運営サイドの記

録に止めさせて頂きます。

Ｉ
Ｉ
Ｌ レース運営について

レース委員長柴IH邦敏

ミキモトジャパンカップも回を重ね，先人の努力と

貴重な経験の積み重ねにより，レース運営も確たるも

のとなってまいりました。レース運営の更なる発展と，

より多くの会員に体験していただく為，本年度は初の

試みとして，単一支部に運営を委ねるとの方向を模索

され，開催地熱海に近いとの理由からか，まず駿河湾

支部が担当を仰せ付かりました。

さて，一番，頭を悩ました事は,NORC各支部の

中でも会員数150名程の中堅支部である駿河湾支部が，

シリーズ中延べ140名もの運営スタッフの動員が確保

出来るかという事と，加えて準備期間も短かく，支部

会員相互の事前打ち合せも満足に出来ないという事で

した。しかし,NORCの発展を願う会員の心意気で，

ふたを開けてみますと，延べ180名もの協力によりシ

リーズを滞りなく消化させて頂きました。

又，本来全日本レベルのレース委員会とは，レース

が実施される海域を熟知している事と，ルールに精通

した経験豊富な人達が担当するものと考えておりまし

たから，我々にとって当レースの経験不足が，もう一

つの大きな不安材料でしたが，↑85年レース副委員長，

へ

(2）
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第1レースは,予定迪り,10時スタートを目指しマー

クの設置を完了したが，レース艇の集まりが悪く,10

:20スタートとなる。ゼネラルリコールののち,10:

40オールフェアーにてのスタート。風向30｡,8m/

secと最高のコンディションとなるが，レース艇に迷

惑をかけない様にと大廻りした観覧艇にフリートが

引っぱられた為か，右海面，初島よりにコースを引い

た大型艇団のほとんどがオーバーコースのハプニング

となり，もしや我々のコース設置ミスではと，ロラン

やコンパスにて何度も確認して，胸をなでおろす場im

もありました。

第2レースは,40｡,5m/secの中，第1レースよ

り大分慣れてきた為か，スムースに運んだ。ただ，熱

海の地形により各マークからの風向報告が大変違って

おり，万全を期したはずのコースであるが，第2マー

ク→第3マークレグが若干タイトとなり，マストヘッ

ド艇はきついコース設定となった事は，チャート上の

きれいなコースセットより風向の変化を加味したコー

スにすべきであったと反省する。

第4レースは,25｡,7m/secのコンディションのII1,

かなり満足のゆくコースセットが出来，順調にレース

が展開された。昨夜のミーテイングにて慣れによるポ

カのない様にと全員に念を押し，マークのアンカーを

より完全にすべ<2倍のアンカーを用意したにもかか

わらず，あろうことかフィニッシュラインのアンカー

ロープが切れ，急拠800mのラインを流して対応。そ

の結果大変広いフィニッシュラインとなってしまった

事をおわびします。

第3レースのショートオフショアは，始んど全てが

夜間のフィッシュとなり，第5レースのロングオフ

ショアも又，3分の2のレース艇が|両lじく夜間のフイ

ニッシュとなった。

夜間フイニッシュに関する設備器具については，昨

年のMJC後,offshorel40号にも，すでに反省点

としてあげられている事でもあるが，本部艇スフ°レッ

ダー上に固定した黄色回転灯がレース艇のフイニッ

シュアプローチの方向によっては,マストの影となり，

非常に見にくくなり，加えて熱海の不夜城ともいえる

明るさをバックにすると，どんな光も効果が無い。本

年度も改めて次回の反省点となりました。

幸いにも両レース共風にめくゞまれ，比較的短時間で

のフイニッシュとなり，緊張の糸が切れない範囲の木

部船上でした。

又、第5レースでは，落水事故が発生しており，22

艇のレース艇がレースを中断しての対応を見せてくれ

ました。別項に事故報告書を記します。

本年度は，9月中旬と例年より1カ月早く開催され

たのですが，幸いな事にシリーズ中ずっと風には恵ま

れました。心配された台風も，レース艇にベストウイ

ンドを与えてくれ，直接の被害は無かった様子です。

しかし，事故報告書によると，5艇がディスマストし

(3）
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ており，中には，シリーズ優勝目前にして消え去った

艇も含まれております。他に艤装，艇体の破損が11件

あり，スピードの為に安全性が置き忘れられたと思わ

れる面も，のぞかせてくれました。

駿河湾スタッフが一丸となって取り組んだ手作り

レース運営ですが,Inl時に，全ての陸上，海上運営委

員会の皆様と，地元熱海の皆様の努力に厚く感謝の意

を表します。

来年度は更なる発展と充実された大会となる事を願

います。

口 一 一 …

事故概況報告

レース名ミキモトジヤパンカップ1987

第5レースロングオフショァコース

コーススタートー初,I舟一三宅烏一神子元島一大烏一

利島一初島一フイニッシュ約210マイル

スタート時刻昭II62年9月20(R)10時40分

参加艇数37艇

捜索参加艇数22艇

事故発生日時昭|｣62年9月20日午後7時00分

事故発生場所三宅島三池港沖

事故艇セール番号3705

艇名MATENROW(マテンロウ）

落水者牧田充三浦市栄町9-27

オーナー杉山直行川崎市中原区井田798

（非乗艇）

スキッパー北川正俊池田市空港1-10-7

乗艇者小泉宏，小川宏，高橋伸博石橋善

博，米野豆男，大関健司，小谷周二

乗員数9名

事故経過

9月20日

18時47分

フルメン,No3ゼノア,6ノットにてサダ
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トー岬を270度に見て沖合500mをヘディン

グ,167度で通過｡前方に6艇,左舷前方にく美

帆>，さらにその沖合いにくゼ・アドラー>，

後方にはくラッキーレデイ〉〈青海波〉〈慎記

郎><BJ5>等が帆走中であった。

19時00分

大きな波の谷へ入ったと同時に，かくれ根に

座礁，艇は次の巻波により110.横転した。

30秒後に次の波により離脱，復元，海I(Ii上よ

り落水者より「オーイ」の声があり，落水事

故発生と判断する。

セールダウン，エンジンスタートを行ない，

事故再発を防ぐ為,三宅烏反対方向へ向った。

落水者の2回目の声を聞く。

19時10分

後続艇のく慎iid郎><BJ5>に口頭にて，落

水事故発生を伝え，捜索協力の依頼をする。

19時15分

く慎記郎〉は2発のフレヤーを発射，付近の

船舶に事故発生を伝えると共に，緊急の手配

の為阿古港に向う。

付近にいたレース艇22艇はくマテンロウ〉と

共に現場到着次第，捜索活動を開始し，各艇

が上げるフレヤーは10発近くに達した。

19時50分

くフジⅡ〉は無線にて横浜保安に事故発生状

況を連絡するが，電波状態が悪く，一部誤報

となる。

20時00分

落水した牧田氏は波及び風向等を加味すると

共に，事故の再発を防ぐ為に，自力で三宅島

へ上陸する事を決め，ハーネス，靴，オイル

スキンを脱ぎすて，三宅烏へ向う。無事に上

陸した牧田氏は，他にも落水者の可能性が有

る,暗礁付近はヨットでの捜索は困難と考え，

漁船に捜索を依細，現場に到着した。

20時30分

牧出氏同乗の2はい目の漁船が捜索I'1のくマ

テンロウ〉とコンタクトが取れた結果，他に

落水者の無き事，牧田氏が無事であった事の

確認がされた。

〈マテンロウ〉は付近の艇に口頭にて無事を

通知，同時に無線にてくリベルテ〉〈フロー

レス〉に連絡した。

2011¥40分

くマテンロウ〉は相当の浸水があり，原凶不

｜ﾘlの為，阿占港へ向う。

一部には女性の藩水考もイj.る，との誤報が流

れた。

20時50分

無摂を知っ'たレース艇はlll11次レースに裡帰

（4）

し，帆走し始めた。

21時10分

阿古港に進路を移したくマテンロウ〉の後方

を10艇のレース艇が神子元烏方向へ向うのを

確認する。

21時30分

くマテンロウ〉阿古港に到着，艇のチェック

及び関係先に事故状況の連絡をとる。

レース艇の大半はレースに復帰したがくリベ

ルテ〉は救助活動の際メンセールに支障を

きたしリタイヤ。

〈サエラ〉は正確なレース続行不可能と判断

しリタイヤ。

〈オセアンド〉はフレヤー確認，海難事故発

生と思いリタイヤ。

21u11時00分

くマテンロウ〉は前夜に引き続き，関係官庁

の事故聴取と捜索活動に御協力頂いた三宅島

の方々への御礼をすませ，艇のチェックを終

えてｼｰボﾆｱへIhjった｡

以上

レース委員長柴田邦敏

インスペクションについ
…~~~－’

てI
インスペクション副委員長林賢之輔

インスペクション期日9月11B08:00～17:00

担当安全規則長江，松浦計2名

計測規則渡辺，林，木内，田中，飯塚

田村，大橋，伊藤計8名

当日,午前中は曇,午後から雨という悪コンディショ

ンであったが，セールのインスペクションは事前に各

地のセールメジヤラーにより実施されていたので，無

事終了した。

レース期間中，松浦，田村両氏が常駐し，問題解決

に当られ成果を上げた。

へ

へ
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○安全規則関係

今年で3回目となった事前の安全検査チェックリス

ト配布によりスムースに行なわれた。

応急テイラーの取付ボルト不備5隻

未完成艇，隻

害類不備艇，隻

外国人所狗.で正規手続きがされていない艇1隻

レース!|-'ライフライン支柱破損．修理1隻

レース中落水事故・救助1隻

マスト破損2隻

ハル外板破損（衝突)1隻

ライフライン支柱溶接修理されたものは

J好ましい形でなかった。再発する恐れが

ある。ワーキングデッキからの張り出し ｜
寸法はルール規定内。ノ

○計測規則関係

レーティング調整及び新規則計測などのため

証書未発行（オーナーの手に届いていない）6隻

証書にオーナーのサインのないもの5隻

ブラックバンドがメーカーから渡された

テープのもの7隻

スペアメインセールの確認9隻

スピンポール寸法超過2隻

J寸法超過，隻

証書のインプットミス1隻

インベントリーリストの記載ミス2隻

レース中にマスト破損．交換した艇1隻

レース中にスピンポール破損・交換した艇2隻

セール枚数制限

今年度からルール改正になっているが，混乱はしな

かった。しかし，これをチェックするためには，レー

ス終了後海上でレース艇をチェックする以外確認する

方法はない。また，レベルレースの場合のように，シ

リーズ期間を通して枚数とセール（の種類）を決めて

しまうかである。

スペアメインセールについて

艇長会議で質疑が提出された。今年度改正ルールの

解釈について，計測委員会では前年度までのルール及

びグリーンブック(IORルールの中のより厳しいルー

ルと考えられる）などから,IOR全体の解釈の!|1で

考え方が矛盾しない方針をとり，スペアメインセール

はあくまでもスペアであるという考え方を今回採用し

た。

今年度改正ルールだけを読むならば，別の解釈も可

能であり，ジブセール同様，陸上に海況に応じたメイ

ンを用意することも可能である。この解釈について，

今年のORC会議でもう少し明確になることを期待し

ている。

また，レース参加者の意志が反映される方向で，特

定のレースについて修正することも可能であるから，

ジブセール枚数制限と共に検討されるとよい。

(5）

○蛇足

ミキモトジャパンカップとI1LI接関係がないが，人数

制限と重量制限について将来のためにどのような形で

重量制限をとり入れていくのか，具体的な方法・ポリ

シーなど検討されるとよいと思う。

ジュリー・リポート

昭和62年9月23{I

ジュリー石井正行

［第2レース］

〈青海波〉の抗議

く青海波〉より<LIBERTE>に対して抗議あり。

<LIBERTE>はIYRR36の違反により失格となる。

失格に代わる罰則は帆走指示書l.21.1により，イン

ショア・レースに於いては720度回転(IYRR付!1ﾘ3-1)

が適用されることになっているが,<LIBERTE>は

720度回転を行わなかった。<LIBERTE>は違反を自

認して1旗を掲揚したが，それはオフショア・レース

に於けるパーセンテージ・ペナルテイーと錯覚したも

のである。

帆走指示書を正確に理解していれば失格せすに済ん

だケースである。同艇は違反を自認している訳である

から，帆走指示書がきちんと頭に入っていれば720度

回転をしていた筈である。720度回転のペナルティー

によるロスは僅かだが，失格によるロスは大きい。

<LIBERTE>のヘルムマンは有名な一流選手であっ

た。そんなベテランが何故？と耳を疑いたくなる砧だ

が，これはベテランなるが故のイージー・ミスではな

かったか。つまり，見馴れた帆走指示書と軽く考えて，

内容をしっかりと見なかったのではないだろうか。そ

れにしても惜しまれるケースである。

［第3レース］

(1)<織姫の抗議〉

〈織姫〉よりくスリーパー〉に対して抗議あり。抗

議書に記載された違反の事実なく本抗議は却下。審問

の過程で，同艇の抗議取下げ意向が判明した。後で取

下げたいと思うような抗議を何故提出したかという

ジュリーの質問に対し，同艇のIp1答は「フイニッシュ

後抗議の提出を見合わせようと思ったが，一旦P旗を

掲揚した以上抗議を出さなければいけないと，レース

委員会から言われた」「抗議を出しておかないと自分

も失格になると思った」というものである。抗議を出

さないと双方共に失格となるというのは，二艇|川に接

触があった場合のことである。今回のケースでは接触

はなかった。（両艇及び証人の証言一致）

(2)<ZERO>の抗議

「フイニッシュ・ラインの設定が遅れた為に不利を

被った」とする，レース委員会に対する抗議であるが
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本抗議は受理されない。理由は次の通り。

①<ZERO>のフイニッシュは9月15BO1:25:19で

あったが，この抗議が提出されたのは17:40であっ

た。即ち抗議締切り時間(04:25:19)後であった。

②帆走指示書1.22で規定している「正規の抗議書」を

用いていない。また,IYRR68､5の要件も満たして

いない。

③もし仮に抗議がその要件を満たしていたとしても，

フイニッシュ・ラインの設置に関してコミッテイー

側に手落ちはなかった。

フイニッシュ・ラインの設置及び点灯に関するコミッ

テイーの証言は次の通り。

第3レースに於けるフイニッシュ・ラインの予定位

置は，スタート前に各艇に通告済みであった。レース

コミッテイーは14B12:00時頃，ほぼ正確に予定位置

にフィニッシュ・ラインを設置した。

18:30,フイニッシュ・ラインのボード・エンドの

マークにキセノンを点灯した。本部艇は00:10頃出港

し，00：30にはスターボード・エンドのマークに点灯

した。その後，本部艇のマストに黄色回転灯を点灯し

た（00：50)。しかし艇がNWの風位を向いていたの

で，レース艇からこの黄色燈が見にくいと判断して

180度向きを変えた(01:00)｡

<ZERO>のフイニッシュはそれから25分後の01:25

:19であった。同艇はクローズ・ホールドで帆走して

おり，フィニッシュ・ラインをオーバーすることもな

くフィニッシュした。即ち8～10分のロスではなかっ

た。

［第5レース］

(1)<TOGO><一乗><LUCKYLADY>3艇の接触

事故

第5レースのスタートに於けるケースであるが，

ジュリーは目撃していなかった。以下は関係者から聴

取した内容を要約したものである。

各艇がスターポード・タックでスタート・ラインに

向かっている時であった。セールをシバ－させて停っ

ていたく一乗〉の風上側後方から<TOGO>が追突

の形で接触した。この接触により<TOGO>はバウ

のステムとポート・サイドを破損した。特にポート側

の外板は穴があいたので水!'1ポンドで補修した

(<TOGO>のクルー談，ジュリー補修跡を確認｡)<一

乗〉もスター狼一ド側のライフ・ライン切断，スタン

ション破損等のダメージを受けた。

<TOGO>は右舷風上側の<LUCKYLADY>に

も衝突した。これにより<TOGO>はスターポード

側の外板も破損した。<TOGO>はリタイヤした。〈一

乗〉と<LUCKYLADY>の両艇はB旗を掲揚した。

このレースは第1回目のスタートに於て発生したも

のであるが，その後ゼネラル・リコールによって再ス

タートとなったため，このケースは無視される

(IYRR8.2(b))。従って脚スタート以後はB脱を掲揚

する必要はなかったのであるが，両艇ともB旗を掲揚

したまま再スタートし，ウェザー・マーク廻航後初島

に向うコースでも掲揚したままであった。

また，もし損害賠償交渉となった場合には，権利艇

と非権利艇の判定はルールに従うべきであると思う

が，その場合にもB肱は必要条件ではない。海上に於

ける無線連絡では「<TOGO>のクルーに怪我人あり」

とのことであったが，それは誤報であった。また，

<TOGO>のクルーは「<一乗〉のクルーが怪我をし

た」と思っていた。このことからも衝突の程度が想像

される。

(2)<BJ5>の抗議

スタートl分前にスタート・ラインの本部艇付近に

て<ZERO>との間で起ったケース。

風上艇の<ZERO>がIYRR37.lに違反した為，

両艇が接触した。<BJ5>は直ちに<ZERO>に声を

かけ,B旗を掲揚した(IYRR付則3.2.3)｡<ZERO>

は違反を認めて1旗を掲揚し，違反を認めた旨をレー

ス委員会に報告した(IYRR付則3.2.4)。従って，

<ZERO>はIYRR付則3.2.1により，フイニッシュ

の順位を出走艇数（37）の20％（7位）だけ下げた順

位の得点を与えることとする。

(3)<MATENROW>の落水事故と，その救助活動に

時|H1を費やした艇の救済

別1肥「ジュリー・メモ」の通り。

ジュリー・メモ

第5レース（ロングオフショア・レース）に於ける救

済について

「事故概況報告」（柴田レース委員長）の通り，三宅

島三池港沖で発生した落水事故に際し，落水者の救助

活動に従事した22艇のうち，リタイヤした2艇を除く

(6）

へ

a．且
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これにより各艇の救助活動開始時刻，レース復帰時

刻並びにその位置周辺の他艇の状況等，必要な情報

が大量に把握できた。これはその後の作業に大変有効

であった。

こうして集まった情報のうち，更に詳細な状況の説

|ﾘlが欲しいと思われる数艇について，22日夕刻個別聴

取を行なった。情報は次第に正確さを増していった。

その後，救済を要求した艇の責任者に集まっていた

だき，相互の位置関係を確認し合い，レースに復帰し

た時刻やその位置等に関する錯誤を補正した。

以上により，ほぼ満足の得られるデータが揃ったと

判断したので，上記ジュリーの方針を説明し，出席者

全員の|rl意を得て，この方針に従って修正作業を進め

ることとした。

また,救助活動に時間を費やした結果,利島からフイ

ニッシュに至るレグが微風となったグループ．と，事故

発生前に落水地点を通過していた為救助活動に参加せ

ず，いい風をうけてフィニッシュした先行グループと

のギャップ．も埋めて欲しいという要請も考慮すること

とした。

利島～フイニッシュ間の微風ロスに対する救済は，

先行艇グループの所要時間平均5時間41分と，後続グ

ループ・の所要時間平均8時間28分を基準に，各艇の

TCF等を勘案して計算した。

各艇の所要時間を修正するジュリーの作業は22日深

夜に開始され，23日午前4時まで続いた。こうして出

来上がった修正が別表｢落水者救助活動に対する救済」

である。

20艇からIYRR69(b)による救済の要求がなされた。

ジュリーは当該20艇が実質的に不利になったと認め

(IYRR70.3)救済を考慮することとした(IYRR

74､2)。

救済を考慮するに当って，ジュリーは次の方針で臨

むことを確認した。

(1)この救済措置が，第5レースのみならずシリーズ全

般に及ぼす影響の大きさを勘案し，できるだけ公平

な処置を講する事を基本方針とする。

(2)信頼度の高い客観的な資料を集め，公平な処置をと

ることに確信が得られれば，不利を被ったヨットの

フィニッシュの時刻を修正する。

(3)修正作業は，全体のバランスを考えて公平第一とす

る。そのために各艇の要求をそのまま容認できない

ケースがでてくる可能性もあるが，これは止むを得

ないものと割り切る。

(4)データ不足等により，各艇の所要時間を公平に修正

することが困難となった場合には，確信のない修正

をするよりは，第5レースを取消す方がむしろ公平

と考える。

以上により，できるだけ正確なデータを集めること

に全力を注入した。幸いなことに玄海支部から来た

ジュリーの広方氏が事故発生と|I1時にレース本部に詰

めて，刻々と集まる情報を整理してくれた。フィニッ

シュ後各艇から提出された救済要求受付けの際にも

夫々の事情を聴取してメモをつけた。更に，三宅島付

近のチャートのコピーを20枚用意し,1艇毎に航跡と

時刻を記入した。

一

落水者救助活動に対する救済 昭和62年9月23日JURY

所要’1,1;||}l修IF FINISH

修正時典l1
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位置修｣［
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ミキモトジャパンカップオフショアシリーズ1987受賞リスト

繩別 ||頃位 賞杯名 受賞艇名

艇別総合 1位 ミキモトカ･ソプ

NORCサヶカ･ソフ。

WILL

2位 ミキモト柵

NORCサケカ、ソフ

海太朗

3位 ミキモト桶

NORCサーケカ、ソプ

EXADOR

4位 ミキモト柵

ミキモト楯

ミキモト柵

CHACHA

BLUENOTE

HALFTIME

1位 熱海市議会議長杯

サンバードトロフィー

NORCサケカ、ソフ｡

NORC

支部

チーム

対．抗

内海チーム CHACHA

TOGOX

SEEADLER
Ｌ
ｒ
上

阜
ｊｌ２ 関東ABFNORCサケカ、ソフ BLUENOTE

FORTY

WILL

3位 NORCサケカッフ 関東ZEK EXADOR

KAGUYAHIME

ZERO

今

クラス別 1位 ゴールドウイントロフィー

NORCサケカ･ソプ

I～111 WILL

2粒 舵杯

NORCサケカ･ソフ。

海太朗

3位|NORCサケカッフ EXADOR

1位Ⅳ ゴールドウインI、ローフィー

NORCサケカ、ソフ

HALFTIME

』
，
Ｌ

－
１
ｌ１２ ヨ･ソティング杯

NORCサケカ､ソフ

FRONTRUNNER

3位|NORCサケカッフ FLAWLESS

1位 青波行ゴールドウイントロフィー

NORCサケカ・ソプ

V

2位 オーシャンライフ杯

NORCサケカ・ソプ

OTSHOSAN

恥
４

位
位

Ｆ
１１３
１
１

NORCサケカップ

ピーターストーム賞

BOYA力、ソブ

Ｅ
Ｅ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

組
、
唖
Ａ
Ａ

は
Ｈ
Ｈ

Ｖ
Ｒ
－
１
Ⅳ
第レース別

第2R 1粒 熱海市長杯

熱海マリーナ杯

EXADOR

第3R 1位 TOGOXコルムカッフ“

熱海商工会議所会頭杯

熱海温泉旅館組合長杯

一

FH|コルム賞 ZERO

第4R 1位 テレビ朝日カップ。

熱海市観光協会長杯

FORTY

第5R 1位 WILLヤマノ、力、ソフ･

熱海市ヨット協会長杯

伊豆小刷船交通安全協議会杯

FH|オールハンズ ZERO

トン別 3／4 1位 スリークォータートンカ･ソう。

オールノ、ンズ.杯

HALFTIME

1／2 1位 ′、－フトンカッフ°

オールハンズ杯

青波行

第3R ショートオフショアオーフ･ントローフィー
NORCサケカ、ソフ｡

1位 TOGOXオープン

2位

3位

海太朗

WILL

NORCサケカッフ‘

NORCサケカッブ

第5R 1位 ロングオフショアオープン|､ロフィー

NORCサヶカッフ。

WILLレース

2位

3位

NORCサケカ、ソフ。

NORCサヶカ、ソプ

EXADOR

海太朗

(8）



昭和62年11月15日第152号 ○FFSHORE 昭和52年7月21H第三種郵便物認可

一
、
銅
．
．
一

一
一
一

《
室

一

日本ミニトン協会

菅原留意

まず参加艇を増やすという主旨で第411'1からミニト

ン16.55ftの制限をはずし,NORCグループ。Ⅶ17.4ft

に枠を広げ，かつギンギンのレーサーではない量産艇

にもそのトップ°にプロダクション・グランフ°リを出し

ている。そして今年からはさらに参加艇を増やし，ア

メリカのMORCのムードを日本へということで，ク

ルーザー・レーテイングまで参加枠を広げてみた。こ

の辺のいきさつは「舵」10月号NC･KAZI木村太郎

氏の記事にあるので省略するが，受け入れる方は大変

だし，参加する人にもいろいろ思惑があって，これか

らの課題になるようだ。

艇の計測・受入は相模湾開催のときいつも計測委員

長をお願いしている渡辺修治大先輩の質問と解説と教

育にヘドモドしながら「ミニトン全日本はすべて最後

は大会会長の独断と偏見によって決めるならわし」を

納得していただき，これも毎度の伊藤静美氏に駆け

回ってもらい|11とかツジツマがあった。

しかし出走クラス分けでひとつ問題がでた。6時の

艇長会議までには全艇下架しなければならないのに，

l艇だけハーバー内のヤマハSF前で何やらやってい

る。受入事務局に聞くと，量産艇のトップを狙って参

加したくミス・バーゴ>（ヤマハ21s)がプレーニング・

ボードを付けてきたという。かつてくブルー・パル

サー〉（林19)が同じことをしてあって，結局大会会

長の独断と偏見でそのときは認めたが，以後は量産艇

と認めないことになっているからダメだと裁定した

ら，執念は恐ろしいものでその場で切り取り始めたの

だ。ところがボードが船外機のブラケットと一体に

なっているので全部切り落とせず大半が残っている。

裁定はパーティーでの参加者全員の意兄によることに

なった。

結局参加17艇(l艇オーフ°ン参"1Iがあったがこれは

艇数に入れず）でクルーザー・クラスまで広げた効果

はあまり無かった。これは相模湾のSSBM仲間がど

うせ出るなら少しでも良い成績をということで，2～

3艇の乗り手を選りすぐってl艇でというのが結構あ

り，艇数が増えなかった大きな理由のひとつだった。

事実そういう艇は確かにいつものSSBMより良く

走っていた。しかしくまれし〉〈美童女（みやらび)〉

〈サラドール〉やくドラヘン〉のように，家族やいつ

もの仲間とレースを楽しみに出てくるムードも広がら

なければ，我々の期待する日本のMORCにはなかな

一

量産艇部門優勝のY21S<ミスビンゴ〉

ミニトン全日本も早いもので第9回，来年は10li11年

を迎えることになる。それなりの歴史と，スモール・

ボート仲間特有のムードが伝統とも言える形でできあ

がってきた。前者については「舵」誌にそのダイジェ

ストを述べるのでここには省略し，以下レース関連記

事に限って述べさせてもらう。

ミニトン全日本はクルーザーの底辺拡大という協会

設立の主旨で，初回から全I玉l各水域持ち回りとなって

おり，今年は関東の番。相模湾海域ハヤママリーナが

ホームポートで，毎年恒例の体育の日を狭んだ10月7

日～11日にかけて行われた。7日艇搬入・艇長会議

そのあとオープニング･バｰﾃｨｰ，8日ｵﾘﾝビｯ

ｸ2レース，9日ショート,10日ロング,11日オリン

ピックlレース,午後表彰閉会式というスケジュール。

今迄こういう予定を組んでも，風がない，風があり

すぎる，雨が降る，海が荒れる等々何か運営に支障を

来すことが必ずあった。ところが今回は全くそういう

ことがなく，6日まで降った雨が7日に上がり，毎日

薄曇りか晴天，風は北東5～6m/sから8m/sブロー

で5割増しぐらいの腰の強いミニトン風が連日吹き，

この海域での北東の風なので波もほとんど立たなかっ

た。そして終った翌12日からはまた雨。開催が1週間

遅れていれば,この原稿を書いている今日が真っ最中，

台風19号の影響で多分レースは半分以上ダメだったろ

う。どこまでも今回はツイていた。大会準備に殆ど一

人で駆け回ったヤマハの神戸君の想いが天に通じたと

しか思えない今回のミニトン全日本だった。したがっ

て各レースとも本部が想定した予定よりはるかに早く

終り，3日目のロングなどは早出のスタートであった

が，朝凪ぎもなく予定より三時間も早く昼には終って

しまった。選手もだが運営サイドにとっても，これほ

ど楽な大会は初めてで，とにかくツイていた。

（
一

（9）
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か育たないだろう。

だが，艇橦は10艇種で過去最高，国内デザイナー．

チャレンジの場にようやく相応しくなった。今年の

ワールドに出た高井君の鰻新作くポーラ・マジック>，

lr1じく5年前のデザインで今まで優勝チャンスに恵ま

れなかった旧くエバーマウント〉のくワンダーポーイ〉

（これは予選をかねた琵琶湖の関西選手権で優勝して

きた)，阿波踊りのレースで総合優勝したくむ〉は都

合で出られなかったが、|ilじ横山君設計のくオフ>,

人には任せられないと歌ll1莉自ら舵を引いたU22<お

とこでござる>，これにくターボ〉〈ツインカム〉とこ

のところ常勝のKAN23,各々設計年度は違うがレー

サーの役者は揃った。

ところがくマジック〉は女子だけでチャレンジし，

歌佃君のエントリーはクルーザー・クラスだった。ま

た前回優勝のくツインカム〉はスキッパーの小川君が

韓|玉|釜山から帰ったばかりでマストも艇受入の日に立

て，この1年間クルー共々この艇に一度も乗っておら

ずブッツケ本番。これでは正当なデザイン評価はでき

ず，せっかく役者が揃ったのにいささか残念だった。

すこし本題から離れるが，艇名というのは各オー

ナーそれぞれの知恵を絞ってつけるようだが，横文字

で何と読んでよいのが分からないのと，長い艇名は毎

度レース運営サイド泣かせである。ことに長い艇名は

レースメモをとるときなど，ダンゴのブイ回航で苦労

するし，コンピュータやワープロで打ち出す艇名の枠

も広がり良いところ無しである。さしあたってくおと

こでござる>などは事務局泣かせの最たるもので,パー

ティーで間いたくポーラ・マジック〉の正式にはくポー

ラ・マジック・タカイ・インターナショナルなんとか

かんとか〉などというのは最早論外。この次からよろ

しく頼みますよ。

ヨット・ライフではセーリングと同じ比重か，それ

以上にビフォー・アーフター・セーリングに価値があ

る。要するに社交スポーツだ。ミニトン仲間のパー

ティーはこれを順守し，フォーマルで羽目を外さずか

つ盛大である。オーフ。ニング・パーティーのこういう

寛容な雰囲気とドサクサに紛れ，前述のくミス．バー

IORクラス2位のKAN23<ツインカム＞

(10)

ゴ>は大きな拍手でめでたく量産艇として認知された。

そしてくきん斗雲〉（これも「きん」という字がワー

プロですぐ出す，別枠から探さなければならぬので事

務局泣かせの艇名。平仮名でカンベン）などう°ロダク

ション・グランプリを狙っていた他の艇は，レースが

始まってから拍手を悔やむことになる。

さて，全レースを通じ毎度のことだが，ギンギンの

トップ°争いの4～5艇,1～2艇がどちらともつかずポ

ツポツと出たり入ったりして，第2集団がまた5～6

艇。後はバラバラに距離が延び2～3艇の第3集団と

なり，最後に必ず2艇か3艇トップからlレグ以上は

なれてマイペースで，しかし絶対にあきらめず完走す

る豪の者といおうか，塩気があるといおうか，本当に

ヨットを愛しレースを楽しんでいる人達がいる。今回

のこれら海の勇者はくサラドール〉でありくドラヘン〉

でありく美童女〉でありくまれし〉であった。海の勇

者は皮肉でなく，彼らこそが日本のヨット・スポーツ

を支えているのであり，このうち後者2艇はファミ

リー参加でスキッパーは両艇ともミセスである。こう

いう艇がどんどん増えてくればクルーザー・クラスを

設けたことが生き，スモール・ボート仲間の輪はさら

に広がっていくだろう。アメリカのMORCはこうい

うのがジヤンジヤン出てくるそうである。次回以降に

期待しよう。

ミニトンワールドに出場，11位となった

〈ポーラマジック＞<TAKAl22＞

第1レース

9：20スタート，風向30度，風速4～5m/soスター

ト前に風が20～25度に振れ下有利になったが，これを

生かしたのはくワンダーポーイ〉・下lで出る。上l

はくオフ>，続いてくクリーク>(KAN23)｡10分ほど

してほとんどの艇はタック，右葉山方向にコースを

採ったが，〈ポーラ・マジック〉だけはひたすらスター

ポードで鎌倉方向に突っ込む。右のコースが良かった

ようで，第一上回航トップはくオフ>’2艇身差でくツ

インカム>，やや離れてくクリーク>，同じくらい離れ

てくワンダーポーイ〉，主戦場を左海面に採ったこの

艇はl艇身差で続いて回航したくポーラ・マジック〉

今

r唾
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なくなった｡この明暗は第1上でハッキリ''1た｡<オフ〉

は2位くツインカム〉を50m近く離して回航したが，

さらに|可じくらい離れた3,4,5,6位くポーラ・マジッ

ク〉〈あい〉（驚き.'日頃のSSBMからは想像もでき

ない。レーサーをおさえて4位で回った）〈クリーク〉

くうただ〉（<おとこでござる〉は前述のようにどうに

もカナワン。私のレース・メモには仕方なくくうただ〉

くうただ〉と書いてある。大会期間中，会長の独断と

伽兇でくうただ〉と勝手に改名）の艇群の後をくワン

ダーボーイ〉は7位で回る結果になった。

このレース途中，〈ツインカム〉が多少くオフ〉を

詰める場I(liもあったが，フィニッシュでは200mと差

はさらに広がってくオフ〉がダントツ。3位には女子

で固めたくポーラ・マジック〉が顔を出してきた。量

産艇トップはくミス・バーゴ>，〈きん斗雲〉との競り

合いになってきた。クルーザー・クラスはくうただ〉

がトップ｡。

初日を終えて1－1で戸叶君が舵を引くくオフ〉が

トップ。5点差でくツインカム>，さらにl点差でくワ

ンダーポーイ〉とくクリーク〉が並ぶという，ほぼ予

想通りの展開となり，2日目からのショート，ロング

が楽しみになってきた。

ショート・ディスタンス

2日目のショートは葉山沖スタート，城ヶ島沖に

打ったブイを回って逗子湾口アブズリのハーバー横

フイニッシュ。風が北か南から住復いずれかが真上り

になるのだが，当日は風向40度で往路アビーム帰路ス

ターボーの一本レグとなり，真上りは森戸をかわして

フィニッシュまでわずかな距離しかなくなった。した

がって戦術的には面白くなくなったが，北東の風で波

もなく風速7～9m/sと昨日よりまたlランク上がっ

た，ミニトンにとって最もダイナミックかつハイス

ピードで走れる条件下での，各艇の走り比べに大きな

興味が持たれた。

スピン・スタートはくワンダーポーイ〉が群れから

飛び||'しナイス・スタート。いつもスタートがあまり

うまくないくブルー・パルサー〉が，スピンが揚がら

ずモタモタしているくまれし〉よりさらに遅れたドン

ケツ・スタート。それにしてもと後で聞いたら，時計

を間違えたのか何があったのか，照れくさいのでハッ

キリ言ってくれなかったが，とにかく大失敗でスター

トが40秒も遅れたらしい。さすがチョンポのパルサー

と親しまれているくブルー・パルサー〉今大会でも期

待を裏切らなかった。

トップで出たくワンダーポーイ〉はスピン・トリム

が合わぬのかスピードに乗れず，長者ヶ崎をこえたあ

たりですでにくツインカム〉とくオフ〉に抜かれ－時

は3位になったか，その後くオフ〉を振り切って城ヶ

島沖ブイは2位で回航。ところが此処でハプニングが

起こった。トップに回ったくツインカム〉に大会ブッ

ツケ本番のつけも回ってきた。ジブハリがフォーステ

一

1988年全日本選手権主催の琵琶湖代表<クリーク>(KAN23)

とともに，スタートのマージンを全部吐き出してし

まった。

総じて第1レース第1上この大会初めてのスピン揚

げは，トップ．艇も含めてほとんどメタメタ。ジュリー

ボート上での石井正行さんの批評の辛辣なこと，辛辣

なこと････

その後サイド，下，とInlるうちにくツインカム〉が

ジリジリ遅れ，〈ワンダーポーイ〉が本来のスピード

で追い上げ，第2上でその差が半艇身となった。〈ポー

ラ・マジック〉は予想通り走りは良いのだが，スピン

揚げ，ジャイブ，スピン降ろしでモタツキ，順位は変

わらぬが段々遅れていく。最後の上りでくオフ〉が風

のふれをこまめに拾ってトップ・でフィニッシュ。これ

に反しくツインカム〉はポートで突っ込みすぎてミス

コース，大きく遅れ2位から4位に落ちてしまった。

2位，3位には真面目に走ったくワンダーボーイ〉と

くクリーク〉がそれぞれ入り，走りは最高のくポーラ・

マジック〉は5位と順位は変わらぬが，上記のような

ことで大きく遅れた。

量産艇トップはくきん斗雲>，クルーザークラスの

トップ°はくブルー・パルサー〉であった。

第2レース

12:25スタート，風向75度，風速5～6m/so風が

やや強くなったのに風向に応じて打ち出した上マーク

がヤケに近い。後でレース委員長に聞いたら，風が落

ちるんじやないかと気配りをしすぎたんだとのこと。

真ん中からl艇（よく見えなかったが多分くオフ>）

リコール気|床で出た艇があったがあったが，旗は揚が

らなかったから理想的なジャスト・スタートだったの

だろう。それに反しくワンダーポーイ〉は前回に味を

占め，下気味で出て今度はすぐタック，ところが団子

の艇群にブツカッてほとんど全艇を避けなければなら

《
）

(11)
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イに絡まったまま交換ジブを揚げてキンクし，揚げも

下げもならず立往生,<オフ>にも抜かれて3位に落ち，

これを抜き返すのに亀城の沖までかかる大きなハン

デイを背負い，上りレグに入って本来の走りを取り戻

したくワンダーポーイ〉を抜くのは不可能になった。

フイニッシュは結局1位くワンダーボーイ〉，52秒遅

れで2位くツインカム>，帰りの風上航で足の伸びな

かったくオフ〉はさらに2分遅れて3位，〈ポーラ・

マジック〉はスターボーでスタート後ジャイブチャン

スを逸し,l艇だけが遙か沖のコースを採ることにな

り，回航10位と遅れたが上りの快速で猛追しゴボウ抜

き，4位くクリーク〉に次いで5位で入った。

プロダクション・グランプリを狙うくきん斗雲〉（前

回の「ハヤマ・エクスプレス」でグランプリ艇）は前

日までくミス・バーゴ〉と同点で量産艇トップ，その

相手を押えて7位で入ってきたが，勝ちを急いで最後

のタックをフィニッシュ直前で打ち，ジブ・シートが

ウインチでキンク。立往生してリーウエイ，〈ミス・

バーゴ〉だけでなく一団で入ってきたくブルー・パル

サー〉〈朝涼〉にもアシというまに抜かれ,10位となっ

て賞獲りは厳しいものになった。

さて，ミニトン全日本ではグループ°Ⅷまで枠を広げ

たとき，国際ルールの16.55ftまではスクラッチ，そ

れを超える艇はレーティングでハンディキャップ・を付

けるという方式で戦われている｡<ワンダーボーイ〉〈ツ

インカム〉ともに16.55を超えているが修正の結果1,

2位が入れ替わった。このニュースはたまたまくワン

ダーポーイ〉が勝った喜びでくツインカム〉のクルー

に昼食を箸っているところに入り，「箸るのは止めだ」

「早く食べちゃえ」の一幕もあったし，諦め切れぬくワ

ンダーポーイ〉のクルーが本部に来て計算機を借りて

確認する二幕もあった。結局納得して帰ったが，これ

には本部大チョンポの後日談があるがそれは後段に述

べる。

ごぞんじ葉山の顔，木村太郎氏のくまれし〉

(12）

ロング・ディスタンス

ロングはショートのコースに辻堂沖の姥ヶ島（通称

烏帽子岩）回航をプラスしたコースで行われた。早朝

7時スタートは起床5時でいささかきついが，清々し

く気持が良い。遅刻艇もなく定刻にスタート。風向30

度，風速5～9m/sとまたまた絶好のミニトン日和。

スタートはショートとまったく逆でくツインカム〉が

ダントツで飛び出し，すぐにくワンダーポーイ〉が抜

き返すという展開でレースは始まった。その後トップ

と2位との差はどんどん広がり，城ヶ島沖回航では

200mをこえた。このレグでくミス・バーゴ〉は良く

走り4位とくオフ〉に続きくうただ〉も5位に食い込

んできた。マークで見ていると総じてデッキ・ワーク

未熟で，特に動作の多い下回航でその差が大きく出て

いる。そのなかで，この回航では東京湾から出てきた

くミステイ〉が2艇の混成チームにもかかわらず出色

の回航とデッキワークでギャラリーをうならせた。

さて，葉山沖のマークを回って姥ヶ島近くまでの上

りで1,2位の差は500m以上に広がったが，ここで

ハプニングが続いて起こった。最近地元のレースでも

この島を回るものはほとんど無くなった。したがって

この付近の定置網の位置を正確に知っている者は少な

い。ましてくワンダーボーイ〉は関西の艇である。島

を目の前にしてこれにもろにぶつかった。風上岸側に

避ければすぐかわせたのに，トップの変針をみて落し

始めたくツインカム〉が気になったのか，そのコース

の方,つまり距離も長く風位も落ちる方に避け始めた。

これで500m以上のマージンを吐き出し，さらに100

m以上くツインカム〉に先行されてしまった。すぐ

島に取りつき，落した分だけ両艇上り始めた。もうワ

ン．タックというところでくワンダーボーイ〉がオカ

シクなった。ジブをシバ－させ，やがて降ろし，リタ

イアするのかと思う方向に艇首をむけた。何かあった

なと見ているうちにまた向きを変え，何と地元のヨッ

トマンも恐れて近寄らぬ，烏と大きな岩場との間の狭

い水道に入っていった。何とか無事通り抜けクルーが

マストに上り始めた。これでジブハリのトラブルと分

かったが，これには参った。ここを通るものはいない

だろうということで，帆走禁止区域に明記はしなかっ

たが，念のため暗礁も含め全部を回るのだぞという意

味で，帆走指示書の記事にも，地元で言い慣れた烏帽

子岩を使わずわざわざ姥ヶ島を使い，略図にも全部を

回る破線でコースを示したのだが…。確かに通るなと

は書かなかったし言わなかった。まさに参った参った

だった。後でジュリーの石井さんと相談し，茅ヶ崎の

市役所や警察などに電話し姥ヶ島の範囲を聞くなどえ

らい時間を食ったが結局ハッキリせず，今回は警告だ

けにしておこうということに決まった。これが前例と

なってまたどんな無茶な者が出てくるか分からない。

この次はちゃんと帆走禁止区域に明記しなければ…。

葉山沖に帰るレグでまた網にぶつかり，江ノ島付近

≦
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の不安定な状況を嫌ったくツインカム〉が沖に避けて

以後風の振れで上り切れず，この2艇の争いは勝負

あったとなった。

4レース終ったところでくワンダーポーイ〉〈ツイ

ンカム〉〈オフ〉の得点がl点差の範囲に集まり，最

後の明日のレースにトップを取ったものが優勝という

ことになった。

レースは順風のおかげて予定より3時間近くも早く

終り，その後に予定されたHMYC(ハヤマ・マリー

ナ・ヨット・クラブ）の歓迎パーティーは時間を早め

て行なわれた。大いに食べ飲み語っているうちにふと

気付いたら，事務局のini々が一人もいない。気になっ

て本部に行ったらサア大変。ショートの修正時間の計

算ミスが見付かり，修正の修正に大わらわ。秒への換

算計算にミスがあったとのこと。1位，2位の逆転は

結局無かったことになりくワンダーポーイ>以外はトッ

プを取っても優勝とは決まらなくなった。先に述べた

事務局の大チョンポとはこのことで，早く皆にいきさ

つを説明して頭を下げておかないと後で文句も出るだ

ろうし，優勝に絡む3艇の明日のレースの作戦にも関

係するだろう。急いでパーティー会場に取って返した

が，既に散会気味でいきさつ説明の場ではなくってい

た。明日の朝が気になったが，ミスはミスだから仕方

がないと諦めた。

|ORクラス3位の(YOK23)<オフ〉

一

〈オフ〉〈ツインカム〉が良いスタートを切り，〈ポー

ラ・マジック〉も慣れてきたのか，今までになく良い

スタートで真ん'一|'から飛び||'す｡スタート後くワンダー

ボーイ〉とくポーラ・マジック〉は鎌倉寄りを走り，

〈オフ〉〈ツインカム〉は右と二手に別れた。

第1上のトップはくオフ>’2艇身離れてくツイン

カム>・右が正解だったようでくワンダーポーイ〉は

やや離された。〈ミス・バーゴ〉が大健闘でくポーラ・

マジック〉を押えて4位で回航。第1下までの間に風

がやや落ち，こうなると重い量産艇はどうしても不利

で，殿（しんがり）を固める艇群はここで既にトップ°

からlレグ以上離れてしまった。第2上までの中間で

風が振れ，これをうまく掴んだくツインカム〉がマー

ク寸前でくオフ〉を抜きトップになる。第2下までの

ランニングでくオフ〉はくツインカム〉との差を4艇

身程に詰めたが，最後のレグでこのままでは頭を押え

られて勝てぬとみたのか，風の振れに賭けてけてその

まま右に突っ込み大博打を打った。これが裏目に出て

トップ°に3分も離されくワンダーボーイ〉にも追い付

かれたが，どうにか2位を確保。前回優勝のくツイン

カム〉は最後のレースでダントツのトップ°を取って意

地を示した。

このレースは風が落ちたり振れたりもしたせいか，

艇の性能よりも乗り手の腕や運が左右したようで，

トップ以下これまでと違ってほとんど集団とならずバ

ラけにバラけて，トップが1時間17分で終ったレース

で，殿は30分も遅れた。レースも4日目で皆疲れてき

たのか，ご苦労様というところ。常にトップ集団のな

かにいたくクリーク〉も昨日あたりから冴えないなが

ら，マークタッチで念入りに2回まわったり（入江さ

んは関西選手権でリコール艇でもないのに，誰も戻ら

ぬので自分ではないかと戻って出直した人）お人柄が

偲ばれるレース運びであった。

総合成績はレース成績表を付けたのでそれを見てい

ただく。

"

蕨
■＝啄鐸 瞳

＃

展一 轟穿

（
）

譲蕊審峯

クルーザーレーティング部門2位の〈ブルーパルサー＞

第5レース

昨日発見したチョンボを気にしながら本部に顔を出

したが，さすがはミニトン仲間。修正された成績表を

みて文句の一つも言いたい艇もあっただろうが「本部

も一生懸命やってくれてミスったんだから仕方がな

い｣と思ってくれたのか,別にどうということもなかっ

たとのこと。ヤレヤレであった。

最後のレースも風向30度，風速6m/sと波もなく恵

まれたコンディション。だが昨日から本部のツキが落

ち始めたのか，本部船のエンジンがおかしくなり慌て

てジュリーポートで沖まで引っ張っていった。それで

も定刻9時ジャストにスタートはさすが。

(13)
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表彰閉会式

ミニトン全日本は勝つのはl艇。2，3位など過保

護な賞はないという考え方で始まったので，優勝艇に

は本賞，石原慎太郎杯，トヨタ・カップと豪華なカッ

プ，トロフィーが出るが,それ以外の艇には何もなかっ

た。しかし長い間にプロダクション・グランフ。リや

ショート，ロングの勝者へのトロフィー等人並みに賞

が増えてきた。今年は「舵」「ヨッテイング」からの

トロフィー，カップ寄贈もあり，賑々しく色々な艇が

出てきてその都度拍手と適当な野次が飛んだ｡〈ミス・

バーゴ〉は来年はダメだぞと会長に念を押されて執念

のプロダクション・グランフ°リを手に入れ，歌田君の

く男でござる〉は「クルーザー・クラスで出てくると

はケシカラン，来年はレーサー・クラスで出てこい」

と冷やかされながら，クルーザー・クラスのトロ

フィーを手にした。

そのあとビールと東海支部長松葉氏寄贈の酒樽を開

けて来年の琵琶湖再会を約した。

へ

所感

全レポートのそこかしこで述べたのであらためて言

うこともないが，とにかく全期間を通じて天気にも恵

まれ，ミニトン全日本らしいアシトホームな暖かい大

会だった。ここまで書いて気が付いたが参加したなか

でくテイク・ファイブ〉だけ名前が出なかった。来年

はガンバッて下さい。木村太郎氏一家のくまれし〉は

今'11|も殿を免れなかったが，レーティングも低く重い

クルーザーレーテイング部門優勝の〈おとこでござる〉

以上，写真提供は舵社，撮影は岡本甫氏デシタ。

艇なので以て冥すべしか。最後になったが大会を豊か

なものにしたいただいたケンウッド他多くの方々のご

協力に厚く御礼申し上げます。

第5R6%第1R4'1s "2R5~6% "3R7～9ﾂ§ 第4R5～9ﾂ§
第9回ミニトン全日本
選手権成績表

総合19M

ンﾖートオフショアー

35M

ロングオフショアーオリンビ‘ソクコース オ'1ンヒックコース オリンピックコース

壼琴--～ZZSAILNO IOR CR IOR CR IOR CR IOR CR IOR CR IOR CR

TAKEFIVE（U-23）3578 ９9 9 9 8 9
へ

DRACHEN（LEI〕-21）3633 7 ６ 6７ 6 ３

きん､.'･'典(YA.21s)3657 6 ７ ７ 7 ７8

③3724 OFF (YOKl/8） 21 ３ ３1

まれし3517 (K-21） ５ 5 8 8 8 8

あい (YA.21s)3659 2 2 ７ ３4 4

くりIM( 1YA.21s)3359 8 8 88 ７ 9

②35061TWINCAM（KAN-23）’4 22 2 1

SARAD，OR（LEI〕-21）3982 6 6 6 7 ７７

①POLEWANI)ERBOY("IハK-23）3257 5 ３〃 1 1

3324 CREEK（KAN-23） ３ ５4 5 64

芙埴女（RANGER－23）1263 8 ５ ５8 5 4

②2513 BLUEPULSAR(林-22） 1 3 2 2 Z

2983MissVIRGO(YA-22s) 7 6 ５ 666

①おとこて｡ござる（U-22）3004 3 1 1 1 1

POLAMAGIC（TAK－22）3752 ５ 3 ５ 4 44

③MISTY（LEI〕-21）3369 3 3 44 4

SUI-SUI(林-19）2995 DNS DNS DNS (2）

IOR:IORレーテングクラス(9if)CR:クルーザーレーテンク"クラス(8Ui)SUISUIはオーフ‘ン参加

(14)
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ニヱご〆-チオ、こ〆タノレカッブ

締切り迫まる蘂4匝Iジキー､sこ〆グフー､と､ヨジトⅡ一一ス

"1,400マイル，真冬の日本を抜け出して真夏のグントリーする予定です。

アムヘ。1987から1988'､,貴艇はどこで新しい年を迎バラエテイに富んだヨットレースです｡珊瑚礁の海，

えるのでしょう。エメラルドグリーンの海で，南太平洋気分を味わって

12月28日(月)12:00油壺をスタートします。みませんか。

現在10数艇がエントリーを希望しています。ある油我もと思われる方，まだまだ間に合います。すぐ，

壺の某艇は楽しい計画をたてています。まずはこのNORC事務局にお電話下さい。折り返し，すぐ帆走

ジャパンーグアムレースに出艇フィニッシュ後，来指示書をお送り致します。

年5月連休前までグアムに定係泊，そして沖縄一小笠実行委員長

原レースに出場のため，沖縄まで廻航する．….．という清田博

プランです。メルボルン大阪ダブルハンド出場艇もエ

X:MFME萢i
’

第4回ジ緬

■
、
’
、
Ｉ
Ｆ

$

瀞 一凸制

･$‘”.；・筐ゞ霞『
．“：，．､､惑鷺醗
会唾生江曙
、,興毎,忍腿一弾謡ドー…亨鞍鋸壗

ロ■穴予nn

一

識箆ﾙﾘ仁
、ぢふ!､ W

える新しい年の初日の出。

第4回目を迎えた1988年､今年もヨットーマン達の夢とロマンをかけて､12月28日

三浦市三崎町小棡代沖より、グアム・アブ。ラハーバーに向けて出発します。

.一－一一~－1

項
｢牽丁
|天
些一一.一.－

1．主催㈱日本外洋帆走協会,マリアナズヨットクラフ

2.協賛コンチネンタルミクロネシア航空，グアム政

府観光局

協力㈱シーボニア,AKトヨタ（グアム）

後援神奈川県，三浦市

3.コース及び日時小網代沖よりグアム島アプラハー

バーまでの約1,400マイル。

スタート日時：昭和62年12月28B(H)12時

4.艇長会議前夜祭及び表彰式

艇長会議：昭和62年12月27日旧)16時～

シーポニアベイショアーミーティングル

ームにて。

前夜祭：昭和62年12月27B(日)18時～21時

シーボニアクラブハウスにて。

表彰式：昭和63年1月7日(木)18時より

5.参加資格クルーザーレーティング，現行のORC

カテゴリー"l''以上NORC-Aの安全検査に合格

またはレースコミッテイーが合格とみなした水線長

7メートル以上の艇，また今回よりダブルハンド艇

の参加も受け付けます。

6.申込みの締切昭和62年12月7日(月)17:30まで

7.参加料

クラス1100,000円前夜祭代9名分含む

クラスⅡ90,000円前夜祭代8名分含む

クラスⅢ80,000円前夜祭代7名分含む

クラスⅣ70,000円前夜祭代6名分含む

クラスV60,000円前夜祭代5名分含む

ダブルハンド艇50,000円前夜祭代4名分含む

8.実行委員会委員長清田博

レース委員会委員長浅野英武

9.通信関係有効な通信手段を持つこと。

10.泊地スタート側，油壺特別泊地に昭和62年12月

20日より27日まで10,000円にてご用意いたします。

またグアム・アフラハーバーに短，中，長期間係留

の交渉をいたしますので12月7日の申込み締切日前

までにご連絡下さい。

（
一

申込み，問合せ先

〒104港区虎ノ門1-15-16船舶振興ビル4F

社団法人日本外洋帆走協会念03-504-1911～3

FAXO3-504-1914

(15）
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第14回瀬戸内海汽船カップ
一一＝~一

レース

1．主催㈹日本外洋帆走協会西内海支部

2．主管（社)日本外洋帆走協会西内海支部広島フリート

3．後援瀬戸内海汽船㈱

4．競技

(1)日程11月22日,23B

第1日（22日日曜日）

07:00艇長会議絵島

09:00第1レーススタートクルージングクラス

09:15〃レーサークラス

16:00第1レースタイムリミット

18:00レセプション開会

第2日（23日月曜日）

09：00第2レーススタートクルージングクラス

08：45〃レーサークラス

13:30第2レースタイムリミット

15:00成績発表，表彰

(2)適用規則

1980年度NORC外洋レース規則

1985～881YRUレース規則および当レース帆走指

示書による。

(3)適用レーティング

クルーザーレーティングを使用する。ただし計測艇

であってもより公平なレースとなる様レース委員会の

判断に依り，レーテイングmに割増しする場合もあ

る。（例ULDB)

未計測艇は,同種の艇のレーテイングを参考に，5％

~15%増しの仮レーティングをレース委員会で決定す

る。

(4)参加資格

①全長6m以上のクルーザーヨットであること。

②レーサークラスは本年度有効なクルーザーレーティ

ング証書を有し,NORC登録艇（会友艇を含む）

であること。

③クルージングクラスは，レーテイング証書及び，

登録艇の有無を問わない。

④クルージングクラスのスケッチ，オールドボートに

ついてはクルーザーレーティングにボーナスを与え

る場合もある。

⑤乗員が2名以上であること。

⑥参加する艇に適する海技免状を所持した者が乗り組

み，かつ船検を受けた艇であること。

また，法定安全備品を積んでいること。

(5)レース海面・レースコース

①第1レースは,絵烏・宮島間をスタートし，ウェザー

マークを反時計廻りで廻航後，阿多田島を時計廻り

し，宮島水道を北上し大鳥居の前でフィニッシュ。

第2レースは宮島沿岸海域とし，下図のような

コースにより行う。

但し，クルージングクラスはコースを短縮する。

第1レースは，スタート後阿多田島を廻らず可部島

の西側を廻り大鳥居の前でフィニッシュ。レース海

面及び泊地付近見取図参照のこと。第2レースは，

スタート③－①－②－③－①フィニッシュ。

ユ

(6)種目

①個別レース順位及び得点はクラス別（％以下，％，

ビックボート，クルージングクラス）及び総合で決

定する。クラス別で5艇未満の場合はレース委員会

で決定する。なお，チームエントリー艇も順位に含

める。

②チームレース（フリート対抗レース）

チームレース参加艇は，原則として同一フリート

内の3艇をlチームとする。艇の大小は，チームに

於て自由に組み合わせてよい。

③全2レースを通じてエントリー出来ない艇は，各

レース毎にも参加出来ます。この場合別途に各レー

ス毎に成績を出し，表彰します。

5．安全責任レース中，廻航中を問わず艇と乗組員

のすべての安全責任は，各艇にあるものとする。

6．参加申込

(1)参加料

①出艇料NORC登録艇（含会友艇）

l艇につき8,000円

NORC非登録艇〃10,000円

②チームエントリー料lチーム3,000円

③レーティング仮認定料〃2,000円

（本年度有効なクルーザーレーティング計測を受けて

(16)
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12．レース申込み・連絡先

(1)レース申込先及びレース前日迄の連絡先

〒734広島市南区海岸通り1丁目11-21

チャートハウス内

日本外洋'帆走協会西内海支部広島フリート

事務局宮本秀彦

a(082)251-9262(FAX兼用）

8§00～19:00(木曜日定休日）

(2)レース当日の連絡先

佐伯郡宮島町包ケ浦宮島町包ケ浦管理センター

壷(08294)4-2902

13．レース観覧船「しろがね」運行について。

11月23B(月）宇品港発:08:00

宇品港着:10:00

コースートライアングル

料金大人3,800円（昼食付）

小人2,000円（昼食付）

6才以下無料（昼食なし）

詳細は瀬戸内海汽船壷(082)255-3344にお問い合せく

ださい。

いない艇のみ）

④レセフ°ション出席料

1人につき会員女性3,500円

〃一般5,000円

参加料は当日（23日）レセプション会場に於

て徴収します。

⑤クルージングクラス

lレースにつき3,000円参加賞，賞品多数

(2)申込期限昭和62年11月15B

参加申込害に記入のうえ参加料を添えて広島フリー

ト事務所宛に申込下さい｡なお,クルーザーレーティン

グ取得艇は本年度有効なレーティング証書の写しを同

封してください｡もしレーティング証書同封なき場合

はレース委員会で決定し仮認定料2,000円をいた

だきます。

7．係留及びレセプション

(1)係留11月22日・23日（レース当日）

大会運営委員会の指定する係留場所。

遠来艇の係留

前週回航予定の方，レース後日をおいて回航予

定の方は事務所宛に問い合せ下さい。海楽園（宮

島ロ）に於てレース前後の係留が可能です。

(2)レセプション（交歓パーティー）

船上パーティー

レセプション会場にてラッキーナンバーの抽選に

より盛沢山の景品も用意しています。

8．クルーザーレーティング､のお問い合せ

広島フリート田村冶久念(082)253-8606

（自宅)278-0904

ケ 中村享司（自宅)(0823)51-4502

松山フリート安部正彦壷(0899)22-6300

布刈フリート村瀬保文（自宅)(0842)48-0880

徳山フリート布田康人壷(0834)28-2223

（自宅)31-0677

9．レーティング未計測艇は,できるだけ地元でクルー

ザーレーティングを受けてください。

他支部からの参加艇で，どうしても計測できない艇

は,IOR,JORの本年度有効な証書をお持ちの艇は，

1週間前までに広島に入港されると当支部で計測いた

します。

問い合せ先：田村治久念(082)253-8606

（夜）278-0904

10．帆走指示書は艇長会議の時に配布します。

11．宿泊希望者は広島フリート事務局まで宿泊・食事

料を添えて郵送で申込み下さい。

申込締切10月末日必着当日の申込みは受付けない。

〒734広島市南区海岸通り1丁目11－21

チャートハウス内

日本外洋帆走協会西支部広島フリート

事務局宮本秀彦

FAX受付15:00以降TEL･FAX(082)251-9262

■■

レース海域

へ／
3

ﾛ

I

（
一

(17）



昭和62年11月15日第152号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三繩郵便物認可

798アRCCミツ艀ｻﾏー ﾌｪｽﾃｨバﾙ’
ヒロシマカッブ宮島ヨットレース

7月25B18:00,日本三景宮島の大鳥居を南東に

見る安芸グランドホテルのテラスにて，艇長会議が行

なわれる。

クラス別出走旗，ラッキー賞木札，帰着申告札の配

布後，帆走指示書の説明に全員耳を傾ける。質疑応答

の後，解散。出艇申告書を受付に提出する。

同テラスに，ブレザーにエンブレム，衿元には蝶ネ

クタイ，カクテルドレスを身にまとい，紳士淑女が集

う。今までの半パンにTシャツのパーティにくらべみ

んな美男・美女に見えるのが不思議…。どうもテレビ

カメラを意識し，各人目一杯おしゃれされたようで，

19:00,前夜祭「思い切りおしゃれパーティ」が中国

放送植野アナウンサーの流調な司会のもと，開会され

た。ヨット仲間であり,NORCの会員でもあるこの

大会の発起人、平岡敬大会会長，（㈱中国放送社長）

岩田行央西内海支部長，沼津菫大野町長の歓迎の言葉

をいただき乾杯へと前夜祭は進行する。テラス眼下に

外来艇が夕焼けに染まり，宴たけなわとなる。参加費

以上のフランス料理，ワイン，ビール，水割りがつぎ

つぎと各々の口に運ばれる。

ラテンバンド「オルケスタ'84」の演奏，ちびっ子

「フィンガーファイブジュニア」の歌とアトラクショ

ンが続き，「チャー今井ジャズダンス」ではダンサー

と共にステージで共に踊るクルーまで出るほど，パー

ティは盛り上る。夕闇もトップリ暮れ，岩田支部長の

く安芸V>がホテルの沖にアンカリングし，バウ，マ

スト，ミズンマスト，スターンとイルミネーションが

輝く。さきほどの夕焼けが参加者全員の顔に染つたご

と<，みんな上機嫌。明日は本当にレースがあるのか

と疑いたいほどだ。

(18）

ミスミッドサマー水

着コンテストが始まっ

た。目をランランと輝

かせ，波が打ち寄せる

がごとく，ステージに

群がる。各人，一人一

人,頭のテッペンから，

足の爪の先まで，視線

が上，下を往復する。

司会者のインタビュー

のあと，審査委員の審

査が始まる。審査委員

長平岡大会会長より，

鑑、＊

酷

』■

グァム旅行招待準ミス

2名が発表，その一人に我がクルーのヤンキー娘が選

ばれ，我がクルー3名がステージに踊り上り，喜びの

握手，小生までステージに上るはめになった。最後に

ハワイ旅行招待のミス水着が発表され，旅行券が手渡

され「一諸に行こう」の言葉が会場から湧き上る。

司会者の閉会の言葉で，約450名が潮が引くがごと

く，テラスから退く。照明に照らされたステージの中

国放送社旗,NORCバージがやっと静かになったね

と，話しかけているようだ。

7月26日快晴ホテルのポンツーンでは，レースに

備え，本部船，各レース艇手早に装備を終了し，肺

いをとく。1時間特別番組作成のため，ヘリコプター，

モーターボート，ホテルのテラスに，取材用テレビカ

メラが配備された。続々と宮島の鳥居前のスタートラ

インに74艇が集う。チェックガードを通過し，出艇の

確認を受ける。北東の風がだんだん落ちていく。

10:00,クルージングクラススタート。瀬戸内特有

の風の変り目の微風をスピンにはらませるのが精一

杯。ボーナス嬢7名の重量が艇走を鈍らせる。瀬戸内

名物の潮流（追潮）が参加艇を前に進める。各艇ス

ピントリムに苦慮，煙草の煙にたよらざるをえない苦

闘の時が30分位つづく。風より,潮流に流されたといっ

ていいほどだ。運よく，南の風10ノットが早くも吹き

始め，今レースのスポンサーの中国放送のくブルース

カイ〉が30分間トップを独走する。宮島水道の狭い海

域を浅瀬に気をつけながら，タックの連続。1,2艇，
浅瀬に乗り上げた様子。

2
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15分遅れスタートのレー

シングクラスとミーティン

グ，「スターポー」の声を

発する。女性1名3％，7

人の顔がどうなることかと

見るのみ。スターンギリギ

リにく美々〉が通過，7人

の女性クルー解らぬままに

ほっとした顔。広島名物の

カキの養殖イカダがタック

するごとに行手をさえぎ

る。風下ワッチに気を付け

させ，イカダあと何メートさせ，イカダあと何メートル，イカダとイカダの間に

ワイヤーの有無を逐一報告させる。

タックのたびに7人の女性移動バラストの指示係

が，タックの声と共に移動を指示する。ウインチにひ

ざ小憎をぶつける娘，ブームに頭をぶつけかける娘，
様々 。

ライトゼノアでギリギリの風宮島水道の海域性で

沿岸側と水道の中央では風が異なり，各水面の風を先

行艇で確かめつつ走る。我が艇はバラスト要員が多い

ため，タックはできるだけ1両l数を少なくした。秋の瀬

戸内海汽船カップの時はこの水道を19回もタックし，

ウインチマンが，レース終了後，フーと息をはいた記

憶がある。1．2マーク回航後，アビームのスピンラン

となる。カキのイカダ群の間を通過する艇，外を通過

する艇，様々olOm足らずのイカダの問を追い越す様

は，クルーのビクピクした表情，ヘルムスマンの風と

イカダの距離をみきわめ，ティラーを握る手は汗ビッ

ショリでしょう。両艇，壮観と悲観の両極点を見る。

一
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電話級無線通信士

国家試験受験講習会のお知らせ

｜昭和63年2月に実施される電話級無線通儘の倒家‘3年｣月13口1噸!｣8:30~21:0，
i試験を受験する方で，すでに受験申請書の提出が終っ20日（水)18:30～21:00
iている方を対象に講習会を実施します。この講習会で27日（水)18:30～21:00

1は電気の「いろは」から無線工学．法規まできめ細か場所：船舶振興ビル10F会議室東京虎ノ門

|い指導を行います｡また,'罫家試験は今までに|{魑さ費用:1f/25,000円問題集教課書資料含む！
iれた問題から出題されることから既出問題を分析した定員：30名
i特製資料による「出題問題予想」も好評で，今までの参加希望者は電話でNORC事務局宛申し込んでくi
1講習会参加者の合格率は60％以上と他に類を見ない合ださい。定員になりしだい締切ります。

1格率を誇っています。また,既出問題集,特製資料のみ希望の方は,実費！

｜講師は｢口は悪いが教え方は抜群｣と今までの参加送料として5,5"円を添えて事務局に申し込んで<だ！
i者に定評の岩瀬靖近氏。脱線した話の中に国家試験のさい。
i鋭いヒント．無線の奥義が隠されているとか。難しい講師派遣のお知らせ

！と思った問題も説明されてみれば何と小学校高学年稗講習会を開催する予定がある支部に岩瀬講師を派遣1

1度の問題ばかり，「わからない」のではなく「忘れてします。
ミー

（
）
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！しまっている」計算ばかりです。電気は何となくとか’派遣の条件としては，

|今まで自分でや､てみたけれどもだめだ､庭という方''1受験希望人員が一定人数確傑できること。
iも，諦めてしまう前にこの講習会に参加しませんか。（2）会場が確保できること。
i日程：予定12月2日（水)18:30～21:00(3)独自に講師の手配が困難なこと。

9日（水）18：30～21：00（4）岩瀬講師のスケジュールとマッチすること。

16B(水)18:30～21:00などです。ご希望の支部は通信委員会宛連絡してくだ！

23日（水)18:30～21:00さい。派遣費用等についてはご相談ください。

(19)
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風がクォーターになる｡取材用ヘリコプターが近づく。

マストの高さと変らぬ高さに停止し，テレビカメラが

廻る。全員手を振り，目一杯いい顔をつくりあげる。

ヘリの風を感じながら快走。

「ブルーパーUP」の号令，タックの結び目が悪く，

2度も飛ばす。やっと，風をはらみ，気分壮快。ブルー

パーを上げた時に取材用ヘリや，モーターボートが来

てくれたらなと，話が出る。ブルーパーを降ろし，手

際よいジヤイブではなかったが,ジヤイブ完了｡スター

ン後方を見ると，スピン群が逆光で美しい。カメラを

構えたくなるほどの魅力的な光景だ。「トリムに気を

付けるよう」声をかけ，アドバルーンを上げて，本部

艇寄りにコースをとる。

12時19分55秒，フイニッシュラインを通過。鈴なり

の本部船より，「2622フイニッシュ，お疲れさま」の

声と拍手を浴び，クルー全員，緊張が解け，笑顔がこ

ぼれる。7人のボーナス嬢，おしやくりが始まる。初

めて乗艇した娘は，クルーのたくましさにほれたよう

だ。特に限定はしない様子。セールを降ろし、全員に

ビールを手渡し，「おつかれさま」と乾杯。乾いた|喉

にビールがここちよく流れこむ｡何というここちよさ。

1カ月間で準備し開会したこのレースが好天と風に恵

まれ，終った安噺感を感じる。

安芸グランドホテルのポンツーンに肺いを取り，続

いて入港の平岡大会会長のくザワグレー〉の肺いを取

る。平岡会長より「参加艇も74艇と，風に恵まれいい

レースになった」と握手を求められる。

昨夜のテラスの片隅でコンピュータで成績表が打ち

出されている。成績表を待つ人は，テラスにホテルか

ら川された屋台でトロピカルジュース，ビール，フラ

ンクフルトソーセージ，ポップコーンを「lにしつつ

レース談話に花を咲せ，発表を待つ。テラスとガラス

越しのティールーム，そこでも各艇ごとに集い，テラ

ス|司様話が進んでいる様子。

レース成績がステージの成績表に書き込まれ，定刻

通り，表彰式が開催された。クルージングクラス，レー

シングクラス，ヤマハマイレデイー25位賞と進む。今

大会の超目玉オートラマ，フェスティバキヤンパス

トップ「ラッキー賞」の抽選が始まる。ラッキー賞の

木札が箱の''1でかきまぜられ，我がクルー準ミスのヤ

ンキー娘が,｢No44」の木札を引き,<ロブスター〉

が好運をしとめた。クルーの飛びはね喜ぶさま，万場

の拍手のもとフォード社の駐在員から特製の鍵を受け

取ったオーナーは優勝した者以上の笑顔だった。

11M位飛賞と大野海岸で採れたアサリの参加賞を手

に，各艇ハーバーヘと肺いを解く。テラスから見送る

人，それに答え，手を振り返し別れを告げる。

総合・クルージングクラス優勝

<REDTUXEDO>(YAMAHA33)

オーナー・艇長小林勝海

（広島フリート'よ報委員）

(20）

追記8月2日広島地方では民放視聴率のトップの

中国放送（通称RCC)の1時間特別番組「1987

RCCミッドサマーフェスティハルヒロシマカッフ°宮

島ヨットレース」が放映され，我々その番組に家族全

員で喰いつくがごとく，見入った。知人より放映が終

了したかのようにお祝いの電話をいただく。また近所

の平常物を言わない人々まで「見たよ」の言葉をかけ

られ，我々ヨットマンとしてはいかに報道関係者と共

存するかがヨットの啓蒙並び普及の近道かを身をもっ

て知ることが出来ました。

次回は，今年以上の，より一層盛大に開催いたした

く存じますので，各艇，お誘い合せの上，参加をお願

いいたします。

最後に，認識の薄いヨットに対し，勇気を持って共

催いただいた(株)中国放送に厚く感謝申し上げます。
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謹綴鍵綴譲マリンリゾート基地開発計画は花儲り譲譲總綴總

第2次マリーナブームの到来
。 泊地対策委員長平野喜美夫

る。即ち，わが国の経済情勢が貿易不均昨年のOffshOre7月号に，当委員会で実施したマとは違っている。即ち，わが国の経済情勢が貿易不均

リーナ利用者に関するアンケート調査の結果を発表し衡からくる外圧に対し，内需拡大策の目玉としてり

た。その時点では，まさか今日のような国をあげてのゾート開発がとりあげられ，リゾート整備法の施行に

マリンリゾート開発計画が全|玉|的に発表されるとは思裏づけられた，予算化の見とおしが期待されているこ

いもよらなかった。運輸省，建設省，農水省などの各とである。何年か先にはマリーナが全l玉|に続々と出現

省庁や各都道府県，市町村，民間の計画をふくめて，するものと期待している。

まさにマリーナ計画は花ざかりといえよう。

昭和46年に国の施策は，一般産業港湾の建設から海東京湾・相模湾のマリーナ計画情報

洋性レクリエーション港湾の建設へと転換があった。さる6月23日から2日間にわたり，船舶振興ビル10

当時,㈹日本港湾協会で港湾法が一部改正のための"マFの大会議室で，海事プレスリサーチセンター主催に

リーナ港区”策定作業があり，私も参加する機会をえよる地域開発セミナー“急展開する海岸レク・リゾー

た。それ以後，サントピアなど民間マリーナと各都道卜基地開発”が開催された。私も講師の一員としてl

府県において，国体のヨットレース会場として，ヨシ時間半のレクチャーを行った。レクチャーに使川した

トハーバーの建設が毎年，全|玉l規模で，多くの県で計材料のうち，資料などの一部を本誌に掲載したい。

画，建設されてきた。①ふれあい漁港漁村構想，②マリーナ概念IXI,③既存

私は46年から始まった第一次マリーナブームに対し施設のマリーナへの転用モデルプラン（貯木場．倉

て,61年からの現在を第二次マリーナブームの到来と庫・漁港),④東京湾マリーナ計画情報マップ，⑤相

考えている。今日の第2次マリーナブームは46年当時模湾マリーナ計画情報マップ
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出典：水産庁漁港部“第8次漁港整備

長期計画資料作成にあたっての

考え方(61/7)"の賓料より
①ふれあい漁港漁村構想
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一
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⑤相模湾マリーナ計画情報マップ
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千葉県浦安マリーナ見学会

9月11日14時30分から泊地対策委員会委員のメン

バーと会員有志ら10数名で正式オープン間近い浦安マ

リーナを見学した。同マリーナは㈱千葉県都市公社が

経営する約320隻収容する陸置き中心のマリーナであ

る。高橋所長の説明と質疑応答ののち，施設を見学し

た。

(23）



昭和62年11月15日第152号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

これまで種々注目されたマリーナで，現在は陸置施

設の半分にヨット・ポートが陸置きされており，残り

の空いている陸置部分の募集については，方針など現

在のところ未定であるとの説明であった。

東京の都心から極めて近く，またディズニーランド

から車で5分の近距離にあり，新京葉線の駅も近く開

業されることでもあり，交通の便は極めてよい。ただ，

東京湾の奥という点で，相模湾などへの外洋へ出るに

は，ある程度の時間を覚悟しなければならない不便さ

はある。

9月度泊地対策委員会を開催

9月17B18時30分から20時00分までNORC本部事

務局の会議室で9月度の委員会を開催した。

議題は東京崎|噺島マリーナ計画，真鶴町マリーナ計

画，運輸省“小剛船舶の流通・利用基地システムに関

する調査研究”の現況報告その他であった。

真鶴マリーナ計画の調査研究をするのは，当協会で

もはじめての作業でもあり，会員各位の中から有能な

方々の参加も呼びかけることとなり，総務委員会に協

力して，立派な提案書をつくりたいと思う。

小型船舶の流通・利用システムに関する調査研究は

3年慨前から，運輸省海上技術安全局舶用工業課の担

当官に協力,禰々下準備のお手伝いをしてきたもので，

現在，作業の'|'程まで進んでいる。当協会からは清水

專総理事が委員として，また松木理事が作業部会長と

して調査研究に参加している。
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のお知らせ
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艶窪幾鎚鍵NORCI斤無

#』二ﾂボﾝﾁｬﾚﾝ縮董溺II0

I ）！『
《)。オフイシャルスポンサーは,18社(9月末）を数えW
《'10月初旬には20社になる予定。《
小

､‘!。アメリカズカップ次回開催予定地正式発表 ‘

：寸ﾝデ4ｴゴｮﾝﾄ，ﾗプ篭I"u'Ii
門・開催地サンディエゴ（アメリカ）・・
､：Yノ 、ド

；
(》・10月31日までに挑戦の意思を明示すること

‘・カップシリーズは,1991年5月1日開始。

;割賦詞烈酬応訓二I

讓
：1l｡'#I合宿始萱‘

＄ｸﾙー総数24名,平均年齢23

fIHI1｣"cm,平均体重80.2kg･’0月

I製皇曇一=垂…蓋＝

NORC近畿北陸支部三井祥功

この秋の琵琶湖チャンピオンシリーズを下記の要項

に変更し，ひろく参加艇を募ることにしました。奮っ

て参加されますようご案内と,お願いを申し上げます。

レース要項の概要《
）
|シシリーズ名 光世i,'ilチャンピオン

1011251111イ1,1 11110811 111122I1

レーブタ
〆、1．I ボイントレース ポイントレース |'|イ1.ﾚー ｽ

ill"ｵ．リンヒ‘ソク一7－

f又I､マリーナ L,W､Y・（

０
０
３
０
０
３
１
１

０
０
３
０
０
３
１
１

09：00
スタ－I

タイムリミ“ﾉト 120 120 17：00

クラス分 13/4t()nlll/2tonlⅡI/41/8

クラスリ|111,)Li

II1込締切 10/2508:50 11/0808:50 11/0817:00
※''1イルースド11邇i1|'～Wマーク～''1イI･～flligi'l'約25M

▲NORCの会M以外でも参ﾉjllできます。

▲IOR.JORを持たない艇には、レース姿li会かレーテインク．.を

与える。

▲|･.,氾レースの本iWj船求めています。ご協力いただける艇あ'）

ましたら二一剛1,~さい。

▲121106HにNORCハーテイを|＃I樅します。ご剛怖I､~さい。

艇股会1淡 09：00 09：00

川艇料.(一州卿 12,OOOljj

〃(";i;l1) 5.0001叩 5,000''1 5,0001'1

得，I.I,I:係数 ×1．0 ×1．0 1頁
』.』

’ハーティ 17:00L・WY・C
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』蕊難
クルーザーレーティングは少数のIORレーサー以

外の大多数のセーリング・クルーザー,キールポート，

及び古参となったレーサーがさほど大きな格差を覚え

ずにクラブレースを楽しく過ごすことが出来る，可能

な限り簡易で公平なハンディキャップシステムとして

望まれ誕生した。

’85年秋の理事会でこれを導入することに決定し，

それを受け翌年の､86．3月に関東支部クルーザーレー

ティング委員会が発足した。

5月には一回めのCRメジヤラー講習会をシーボ

ニアで行い，同時にクルーザーレーテイングの計測が

開始された。同月の初島レースにはクルーザーレー

テイング・クラスとして7艇のエントリーが記録され

ている。

その後はご存じのように，

・フリート対抗レースを除く関東支部レース（初烏卯

月，初島，大島，神子元島，小網代）

・新春相模湾オープンヨットレース、セゾンカップ，

サムタイムカップ，などのイベントレース

・'86クルーザーレーテイング・ポイントレース（サ

マー，オータムシリーズ）

・､87クルーザーレーテイング沿岸レース

・葉山フリート主催の全レース

・小網代フリート主催のウイスキーカップ（毎月第3

日曜日）

。シ一ボニアフリート主催ののんびりレース（毎月第

1日曜日)，同初島レース

・油壺フリート主催のポイントレース（仮称，、87年

9月から毎月第4日曜H,12月は除く予定）

・諸磯フリート主催のポイントレース（毎月第2日曜

日)，同布良レース

・油壺，諸磯フリート主催の伊東レース

など各フリートレースに採用され，相模湾では，ほぼ

毎週末少なくともlレースは|淵催されている勘定と

なってきた。

その上,本部主催の｢鳥羽パールレース｣，「グ､アム．

コンチネンタルカップレース」など，各支部間の連絡

と協力を要する，より大規模なレガッタにも採川され

てきている。そして,｢'87SSBMミニトン全日水遊

手権」にもクルーザーレーティング部門として公式採

用された。

また，先日全国のテレビ放送や雑誌を賑わし，200

艇を集めたと大々的に報道された「石原裕次郎メモリ

アルヨットレース」もクルーザーレーティングが墓木

として採用されていたことは記憶に新しいことと思

う。

メ ヤラー連絡会
ル10F会議室87年10月7日

メジャラー連絡会議長別部尚司

船舶振興ﾋﾞ

関東支部CRメ

来年はより広範囲な地域からの参加が予想される

「小笠原ミーティング：仮称（沖縄東京スタート)」

にもクルーザーレーティングが採用される予定ときい

ている。

このようにクルーザーレーティング採用のレースが

増えれば当然クルーザーレーテイングに対する需要も

増えるわけで既にクルーザーレーティングを取得した

艇は，現在まで計測開始後一年半を待たすに，

NORCに登録されているだけで118艇を数え，当初フ

リートごとに証書を発行してよいということがあった

ので，登録されていない計測艇もあり，また初期の事

務処理の不手際から計測記入済みデーターシートの紛

失などもあって少なくとも,150艇は越えていると予

想されている。

現在,NORCに登録されているIORJOR,登録艇

を数えると，それぞれ155,54艇となっている。これ

を数字で比較すると，いかに急速に普及してきている

かがわかる。この分でいくと，数の上では，来年には

IOR､JOR登録艇を上回る事は必至という状態であ

る。いかにボランティアの計測員が頑張って活動した

かその努力の程が伺い知れる。また，このように登録

艇が急増した一つにはクルーザーレーテイング・コン

ピューターシステムを採用したことによる。それは，

ここ数年間IOR､JORに登録されている艇からは，

その実測数値を使用してクルーザーレーティングを算

出させたということである。

さて，これから先のことであるが,今後もキールポー

トを含めた数多くのクルーザーのオーナーがNORC

クルーザーレーテイングを取得してゆく傾lf']は，先に

触れたように，クルーザーレーテイング採用のレース

が増えている以上，ますます増加するものと推測され

る。

また，現実にも，この予想外のクルーザーレーティ

ング取得の急激な勢いに押されて，今までの体制では

メジャリングサービスが行き届かなくなってきたの

で，やや遅ればせではあるが，7月9日のクルーザー

レーティング委員会でCRメジャラーの部門と事務

局の部門とを独立させ，今後，メジャリングサービス

も事務処理も，より強力な体制でオーナーの要求に対

応し，サービスを向上させていく，という決定がなさ

れた。また，同時に，完全にボランティアであるクルー

ザーレーティングの計測員と外の計測員とを区別する

ために,｢CRメジヤラー」と呼称することも決定した。

そこで，それを受けてCRメジャラーの部門では

･CRメジャラーを養成し，認定して，必要なる数を

確保する。

(26）
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・連絡網を公開発表しフリート内の誰に相談したら良

いかを解りやすくする。

。申し込みから取得までのシステムが単純化され，解

りやすくなったことをオーナーにお知らせする。

・横の連絡を強化しサービス体制を高める。

･CRメジヤラー間の連絡を徹底しメジヤリングのば

らつきを無くす。

・計測における問題点を討議し，いち速く最新情報が

伝わるように連絡会を持つ。

など多くの事が急務となり，取り急ぎ，連絡会を招集

した。

後で資料Iに示すように，ほぼ関東の全フリート，

主だった泊地よりCRメジャラーやクルーザーレー

ティングを導入しようとする責任者が集まり，また，

関連の委員会の方々の出席により，20名の参加者を得

て第1回CRメジヤラー連絡会が10月7日に開催さ

れた。

資料Ⅱは，その議事進行である。

以下，進行順に必要な項目について要点を記すと

l.「クルーザーレーテイングについて｣の講演の中で，

渡辺修治技術委員長は

･IORはより職業的なものとなり，機械計測(IMS

など）になるだろう。

。より楽しむためのレーテイングとしては

1)内容を知らせないでレーティングのみ知らせる，

ポーツマスヤードスティックナンバー式のもの

2）メルボルンで体験した,パフォーマンスレーテイ

ング式のもの（艇のみでなく，スキッパーにもハ

,一資料II

第1回CRメジャラー連絡会

議事進行

一、開会挨拶CRメジャラーj迦絡会議長

一、CR委員腱挨拶関東支部CR･愛員長

一、乾杯CR要員CR委員会‘蹄I推

一、クルーザーレーティングについて

IORとの速い

会後の変史'I､1､':ﾉ史び方向技術委員会委員慢

一、現状報告CRメジャラーj血絲会議長

一、CRパソコンシステム計･i!!ll委員会委員

一、行フリートハLL紹介

一､連絡網の硴認懸録,關了
一、CR謡務処f'l罪続きNORC事務局

一、フリーディスかソション(現ｲ';の間趣IX等）

一、今後の連絡会

一、閉会

Wl1部尚司

武1H勝彦

ｲ,.#武彦

漉辺修倫

!l1部尚,Tl

沢地繁

鈴榊l1ik

剛ル滋

一

ンディキャップが掛かっており結果として艇を変

えられない）

3)NORCクルーザーレーティングの元である多

くのレース経験に基づくSCANDICUP式のもの

などがある。

･NORCクルーザーレーティングは,SCANDICUP

を簡単にし要約したもので，レーティングとしては

穴だらけのものである。しかし，これが日本のオー

ナーがおおらかに受け入れられなければ，日本に楽

しむためのレーティングは定着しないだろう。楽し

むためのレーティングが定着するかどうかの試金石

といえる。

・2年を待たすに，これほど急速に普及したが，重い

クルーザーのオーナーから排水量(D)が含まれていな

いため大きな不満が訴えられている。これについて

は是非対処しなければならない。技術委員会として

は不公平感を少なくするため1984年以降の新しい

SCANDICUPに基づいて，排水量(D)をどのような

形で入れていくか考え準備している。

･具体的な計算例を示すと，

関東CRメジャラー連絡会出席者一覧 資料I

武川勝彦

佐々木宏

三井健一

イ･上一夫

船原明

白崎兼太郎

渡辺修論

別部尚司

春田降三

長行川淳

鈴木利夫

安藤翌

石井竹彦

小野康夫

Nb崎一郎

野口隆司

飛内秋彦

高橘良寿

沢地繁

矢嶋滋

委員挺

描浜F

葉山F

〃

小網代F

〃

〃

油壺F

〃

〃

｜渚磯F

〃

〃

シーボニア

東京湾マリーナ

木更津

摩利支天

KARUNO

（
） KELONIA

NADJA

DONGAME

FLYINGTINKERBEL

R=L-B+%G+q:75AR,/S×SAF
2

XRF

x(LxWAX)'｣、×喘)'"×(f)"xq:TRADEWIND'SCLOUD

MERLUZA

資料111の結果

『二挺 ’
Nissan

(RUBAYATII）

W33

(AMAGIII）

W36

(Ⅸ)NGAMEm）
I/24(G21）

鶏
組
兇風
は IORM,(Ft） 7.599(24.40） 6.458(21.19）6.774(22.22） 9．10(29.56）

CRM 6．748 7.260 8．688 5.500

SCANDICAPM 6．532 6.550 8．110 5.748

計測委員会

NORC事務局

(27）
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となり，重いW-33ではR'が小さくなり，やや重

いN-30,W-36でも同様の傾向で，軽いJ-24では

やや大きくなっている。それでもJ-24はグラフ上

に乗らない小さすぎるR'である。

・セールについてはフルバテンメインセールより，む

しろケブラー，マイラーなどのハイテクセールにペ

ナルティーをかけたら良いのではないかという意見

もある。

・安全備品などの積載についても，ルールに入ってい

る必要があると考えている。

・クルーザーレーティングの不公平感を縮小するため

にはディビジョンを分ける方法とルールの適性化の

2つの方法とがある。

その他技術委員会レベルで急速な普及に伴い，より

リーズナブルなルールとなるよう改良を検討してい

る。という主旨の講演をしていただいた。

2．「現状報告」('87.10.7現在）では

･NORC登録艇はCR118+@,IOR115,JOR54,

となった。現在，需要に追いつかない所もあるがお

互い良<連絡を取り合い，フリート間で都合を付け

合い，より一層のサービス体制で計測要求に答えた

い。

・コンピューター処理の都合上，インプットシートを

統一する。（資料Ⅳ）

資料Ⅳ
NORCCrul割幹rRalInglnpuLShPFL
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・インプットシートに特記する約束事項

l)スタンダードハルに後からう。レニングボードを

足した艇は「プレニングボードFt」と注意書

きをし,Y値の扱いに注意をする。

2）マスト及びセールプランを後から変更した艇は

(2)

係数を0.55にした場合
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「マスト延長｣，「セールエリア変更」などと記入

する。

3）フルバテンセールについてはセールメーカーか

ら,MGM,MGU､のデーターを提出してもらい

インプットシートに貼付する。（資料V)

4）再計測を行う場合はその理由を付記する。

「セール更新｣，「キール交換」など。

・フルバテンセールについて。3月11日のクルーザー

レーティング委員会で賛否はあったが小人数での扱

いやすさなどを考慮して，禁止をせずにはっきりと

した結果が出るまでの間は暫定的に使片lを認めた。

ただし，バテン以外はIORのリミットを越えさせ

ないようにセールメーカーからMGM､MGUの，

データを提出してもらう。（資料V)

資料VフルバテンセールのPCの計算

資
料
Ⅵ

、

|塵 NipponOceanRacingClub

昭和'2年/c月7日

』2‘定JIF

引都皆I引嵐

NORCクルーサーレーナィ;/グ計測番員合

あなたI土NORCクルーザーレーテ0ソグ耐副審貝会孟備

の針傑寓習金糸,蜂rされぎしたので．l9H7年度NORCク

,ﾙｰ才ｰﾚｰﾃ4/グ計測員として腿定いたしさす。

！ _ノヨ■ 村)日本楓庄帆逢迅令

L

l）先す-上下半分に折りMGUを計る

2）再ひ上下半分に折りMGUを計る 今後は講習会受講者に随時発行していく。

･本年度は下記の講習会をおこなった。

l)柏崎（新潟県）講師，別部尚司，鈴木利夫

参加者14名(6月13,14日）

2）駿河湾支部清水フリート講師，別部尚司，鈴木

利夫参加者8名（7月11,12日）

3）室藺フリート講師，渡辺修治，別部尚司（8月）

ナホトカレースの対応で請われていったが，レース

前のドタバタから完全受講者は0名だったが，ナホ

トカレース対応のため，外国艇2艇室蘭艇l艇を

計測した。

現在，浜名湖フリートより講習会開催の希望がある

と聞きます。今後も御希望があれば，いつ頃，どこで，

～フリートの誰々が約何人の講習会を開いて欲しい

と，事務局にお知らせ下さい。折合が付き次第，でき

るだけお伝いしたいと思っています。

3．「クルーザーレーテイング・パソコンシステム」

ではプログラムを組んでいただいた，計測委員会の

沢地繁さんより，｜ﾉ1容の説明を受けた。また，希望

があり請求を受けた支部にはすでに，ディスクファ

イルを送ってあり，これからも責任者より請求され

れば送ってさしあげて良いと了承を得た。また，変

更点があれば連絡するとのことです。

4．「フリート紹介」では自己紹介を行い，顔合わせ

をした後，今後，各フリートで何艇を計測したか最

大値，最少値，問題艇などトピックスを報告し合う

と申し合わせた。

5．「連絡網の確認」では，フリートごとに確認した後，

オフショアに「CRメジヤラー名簿」として随時発

表する。（資料Ⅶ）また，現在メジャラーとしてお

手伝をしている，ヨットメーカー，セールメーカー

の方々も名簿に登録した。

6．「クルーザーレーティング事務処理手順」

／

ノ

I

I
MGUL=0.28･E+0．016．P+0．26m

MGML=0.5:E+0．022．P+0．37m

+MGU-MGUL=MGUP

(O>MGUPの場合はMGUP=0)

+MGM-MGML=MGMP

(O>MGMPの場合はMGMP=0)

PC=P+(MGUP+MGMP)･P/E

（
） ※ただし，実計測はセールメーカーの計測員が行いそ

のデーターを添付してもらう事(CRメジャラーが

測るのではない）

※要するに現在のIORメインセールのリミットを守

りバテン以外は変更させない。とくにフルバテンに

より不自然に大きなローチを付加し，セール面積を

増やさせないために記入する。

尚，本年度の鳥羽パールレースにも東海支部と話

し合った結果，この付則を採用した。

かねてからの懸案であった「CRメジヤラー認定害」

を発行した。（資料Ⅵ）

クルーザーレーティング委員会で決定。

クルーザーレーテイング委員会で決定事項だった証

書の発行を本日より行う。

参加したCRメジヤラーにはこの場で手渡したが，

現時点で漏れている方は各フリートのチーフメジヤ

ラーの要求により発行する。

(29）
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。いろいろと問題は出てくるだろうが，是非必要な価

値あるものなので，長い目で見て，今後とも長く続

けて下さい。

8．フリーディスカッションでは技術委員長の渡辺さ

んが，原槁に追われお忙しいなか，残っていただい

たので，我々としては直接お話し合える貴重な体験

を得ることができた｡次のような話し合いがあった。

・レーティングの公正化を行う方法としては，ディビ

ジョンを分けてやっていく方法とレーティングルー

ルの適正化の二つがあり，この両方からやっていく

必要がある。

・ウイングキール､バルブキール,エリフ。ティカルキー

ルで下に平岨な面のないキールの計測上の問題は今

後の技術課題とする。

・現在は帆走状態の艇を，セールのみキャビン内のマ

スト後縁に|''1めて置いた後，計測するという約束だ

けだが，いろいろな条件によってレーティングが変

化しやすい艇もあるので，今後は計測状態の撤底を

計っていきたい｡ルール上ではどのようになるのか，

教えていただきたい。

・講演の中で排水量(D)について触れられたことを受け

て．なるべく計測手順を増やさずに，よりリーズナ

・これは9月7日にクルーザーレーテイング委員会で

決定されたことの連絡である。

・オーナーの方々から「申し込み方法が解からない」

また,CRメジャラーからも，「どの様にして，誰

が算出し，記録しているのかがはっきりしない」と

免/f｣不評だった事務処理手11個を整理し一本化して，

誰もが解かりやすいよう，また，より正確に||'せ，

より確実にファイルされるように分担を明確にし

た。

・これを事務局の矢島滋さんに発表してもらい確認し

た。（資料Ⅷ，Ⅸ）

7・関東支部クルーザーレーティング委員長の武田勝

彦さんより次のような主旨の挨拶をいただいた。

。まず,CRメジヤラー全員の努力で，短期間にこの

ように急速普及したことに感謝しお礼を申し上げ

る。

資料Ⅶ
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･CRメジャラーも増えてくるので，「計測マニュア

ル」を作る必要がある。（文書，ビデオなど）

・計測を行なうにあたっては，できるだけCRメジヤ

ラーが2人でチームを糺lみ，オーナーや艇を良く

知っているクルーの協力によって行うことが望まし

い。

・各フリートで月一度程度の計測日を決めて広報して

もらいたい。

・その他。

9．今後のCRメジヤラー連絡会について。

年4回位の|刑催を予定し，親睦と情報交換の場所

としていく。また今回，技術委員長の渡辺修治さん

に講演していただいた様に，関連各委員会の方々に

御協力をいただき，必要事項やトピックスについて

折に触れ，お話しをいただく企画も継続していきた

い。CRメジャラーとして，知識を深めていくため

に，幅広く迩材を選んでいきたい。その他，こんな

事をやりたい，あんな事をやったら良いという希望

を出し合い，自分達のこの連絡会を活用していって

欲しいと思う。

以上のような内容で終了したが，終始活発に意見交

換がなされた。遠くからまた，無理に時間の都合をつ

けて参加された方々が多かったにもかかわらず，最後

まで話し合っていただいたことをみて，今まで各フ

リートで，個々のCRメジャラーが完全ボランティ

アの中で，どんなに対応に苦慮されてきて，また，問

題意識を持ち続けていたかが良く解かり，この種の連

絡会の必要性をあらためて感じた。

前文でも触れた様に今後共，他支部間にまたがる

レースにクルーザーレーテイングが採用されることも

多くなることだろう。

支部に任せたこのルールも，どこのどんな艇が日本

中のどこにいってもこのレーティングを所持してさえ

いれば，気軽に一緒に交ざって楽しくレースをするこ

とができるという前提で誕生したものであるからに

は，今後，’百1種の連絡会が全l玉|レベルで定期的に開催

される必要があるのではないだろうか。

ともあれ，我々はNORCクルーザーレーティング

システム全体の手始めである，艇の計測の部分担当す

るものである。そこで，これからクルーザーレーティ

ングを使って遊ぼうとするオーナーや責任者と最初に

直接言葉を交合わすことになるわけである。

クルーザーレーティングは参加者全員で楽しみなか

ら造り上げていくものだという基本理念をよく説明

し，ご理解をいただいたうえで一緒に楽しく計測し，

ヨット仲間の良いリレーションシッフ°の輪を広げてい

くお手伝いができれば幸いである。

資料Ⅸ

クルーザーレーテイング事務処理手順

1．申し込み受付け

｡NORC事務局にお金を添えて申し込む。（一本化を

計る)但し,申し込み書類は各フリート及びハーハー

窓口に置く。（利用者の便宜を計る。各フリートご

とに通しNoを入れておく。）

2．各チーフメジヤラーヘの連絡

･申込み者は，領収書または振り込みひかえを受け

取った後，各フリートのチーフメジャラーと連絡を

取り，日時，場所を打ち合わせる。

3．計測

・チーフメジャラーは誰れと誰れで測定するかを調整

し，申し込み艇の責任者と日付，時間を打ち合せる。

（艇の責任者の立合いが必要）

。当日，艇責任者は領収書または振り込み控を提示し

計測してもらう。

。この際CRメジヤラーは，交通費¥1,000を受け取っ

ても良い。

4．計測ワークシートをNORC事務局へ発送

･計測に使用したワークシートをNORC事務局（矢

島）にすみやかに郵送またはFaxで送る。（コピー

を取り置くこと）

5．レーテイングの算出，登録(NORC事務局）

｡NEC9801にてクルーザーレーテイングシステムl

より算出する。（計算ミスを除く為）

・アウトプットデーターを当該メジャラーがチェック

する。

。サイン済み証書を艇責任者に送る。

。一部をファイルし台帳に記録する。

。同時にディスクファイルも行う。

(注）セール等再計測の場合にはその都度，計測費用

をもらう。

ここ

《
〉
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1987年NORC近畿北陸支部レース
琵琶湖チャンピオンシリーズ

ポイントレース1回戦 (10/25)

艇私 111川]> i¥,【.1．1 ノー･斗,11．K~1pl‘，， 総合|IM侍,1b1,1 所要l1,ⅧI 修正時間クラスSailNo 艇椰 T､C.F 椅順

IIYOTTOKOw FARR-3()113448 1．257258 1 l：31：20 3．977 1

KATANA KAN-23Ⅲ3652 3．811 6．256663 2 l:35:20 1

TWINCAM KAN-233506 3．832 ５6674 ３ l:35:42 2

AKVAVI'I3300 TAK-1/8 3．855 36691 5 1:36:02 4

3324 CREEK KAN-23 6696 l:36:00 3．857 4 ３4

3370 MIXMAX KAN-23 6662 6 l：36:34 3，860 ５ ２

ESPERANZA3735 YAM-21S 6650 ７ 1:40:56 4．027 6 1

スターI l軋lｲリ 肌力
帆走委貝踵：真田'|'i男

11：00 30。 1～5，s
幻L

※＊＊＊＊＊＊氷水＊＊＊＊＊氷水＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ホホホ＊氷水来
委 妾

☆ヨット・カレンダーのお知らせ☆妾蚤

蚤 妾

妾委

NORCでは昨年にひき続き，ヨットカレンダーを妾
販売いたしますので．身近な支部までお申し込み下姿

さい。お待ち申し上げております。受

く内容>87年度ｱドﾐﾗﾙズカツブ1位から7位薑
までのカラー写真7枚（①プロパガンダ，②ジャー受
マレラ，③オリジナルバックマン，④サイドワイ妾

ングー,⑤アイリッシュインディペンデントペトル，蚤

⑥ゴールドコープ，⑦キュウイ）妾
受

NORCのオリジナルカレンダーです。
受

く価格〉会員価格1,500円（送料別）受一
く部数〉限定600部。昨年は約1ヵ月で完販いたし受

ました。お早目に各支部までお申し込み下さい。蚤
妾．

〈申し込み先〉
妾

関東冠03-504-1911 妾

駿河湾壷0543-52-1526(今尾）妾

東海念052-971-5835(都築）妾
妾

近北念075-661-0325(三井）
妾

内海念0792-46-2836（妹尾）
妾

西内海念082-243-4111(井岡）受

玄海金092-714-2413(原田）受
妾

沖縄査0898-39-2277（桃原）
芸

津軽海峡念0138-59-1234(米山）
妾

北海道念011-231-0015(城丸）二

委
蚤
委
委
委
蚤
委
委
委
蚤
委
蚤
妾
蚤
委
蚤
妾
委
蚤
委
蚤
妾
委
姿
妾
妾
妾

識

《
鐸
》
蕊
》
鋸
踊
辮
一
常
坪
惑
篭
》
鐸
・
牌
炉

《

密
け
り身

悪侯
葱

一

受 ．L碑坦茜Ull-乙dl-UUlD（城メLノ受

※＊氷取＊氷水＊＊＊*＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊水＊氷水※
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138IKENWOODCUP案内酎｣

(OfficialNoticeandConditionsofRegatta抜粋）
日程

7月30日第1オーシヤントライアングルレース27マイル

7月31日第2オーシヤントライアングルレース27マイル

8月1日中距離モロカイレース150マイル

8月4日第3オーシヤントライアングルレース27マイル

8月7日長距離州一周レース725マイル

8月13日表彰式

参加資格

IORレーテイング30.0～70.0ft

ORC特別規定カテゴリーⅡ（一部改正あり）

（詳しくはNotice参照のこと）

申込締切7月1日

問い合せ先

ROYALHAWAIIANOCEANRACINGCLUB

P､0.Box88648HONOLULUHAWAII96830

Phone:(808)941-1273

Fax:(808)946-9179

TLX(RCA):(723)8813RHORCHR

(注)NORCより

○レガッタ期間中有効なレーティング訓書を7月15日

12時以前にRHORCに凧けなければなりません。

改造・調整のためのIIj引測や新艇建造で新規計測を

される方は十分注意して余裕をもって計l川して下さ

い。

○参加を予定されている艇の方は,NORCへ御一報

下さい。

口巳

季-素-秦-壽--A■画匠周Ⅲ①岡.〃

jﾛ④c万国①匹化大忘年印▲’
q〃｡ー一--桑--剤

印▲匹画▼ト
Mq｣釦化付ト』忘年会シーズン開幕〃第一弾はNORCでノ

＃
＃
＃
＃

※"ペアで行こう香港グルメとショッピングの旅”と

豪華賞品が当るお楽しみ大抽選会

※貴方もGambler./CASINO大会

※お馴染みオーナー⑱秘蔵品チャリティオークション

※表彰式（鳥羽パールレース，神子元レース）

※GUAMレース出場艇激励

来たる12月8日（火)18:30より

於§霞ヶ関東京会館（霞ケ関ビル35F)

ゴールドスタールーム冠581-9161

Pleapekeepthedayopenforparty

Oldyachtman,younggirl大歓迎

お一人様壱萬

パーティー券

振り込み先

富士銀行虎

口座No.(普）

口座名㈹

圓也

お求め先:NORC事務局ｌ
＃
４
＃
＃
＃
＃

ノ門支店

133(店番号)1488117

日本外洋I帆走協会

理事清田博

飲み放魑〃

’
ウ

スワンビール鼻唾

ウ
ご来場を心よりお待ちLています。

海事思想普及委員会 ウ

&韮韮韮班臺珈聖書1基L1臺上LlllLLI=L1111LL、

昭和63年度NDRC囲東支部オーナーズ新年会のお知らせ
関東支部の所属艇は現在約408艇あまり。昨今オー

世羅鰭安岡信一一同志で集まる機会も少なくなりました。

クルーザー主体の人，レース専門の人，デイレース

人，そして艇の上でワイワイ騒いでお酒を飲む人。記

ろいろいます。とき：昭和63年1月291]（金)18:30~

たまには年一回，オーナーが一堂に集まり情報交換ところ：新槁第一ホテル

したり，お示いに顔見知りになる機会を持とうと企参加者：オーナー，ご家族，友人，クルー

しました。大勢のオーナーが参加され，会を盛り上締切:1月20口まで

て下さい。 連絡先:NORC事務局

Ｉ
・
＃
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「巡視艇･“がですか？」

「とんでもない.ﾉ漁船の方ですよ。かっこよかった

ですね。しばらく見ていましたが追いつけない，そこ

で片倉船長，ティラーをはなし，さっと立ち上がって

言いましたの。“逃げろ./捕まるな./頑張れ.ﾉ”って

大声で応援するんですよ？」

上戸部長と課長は吹き出しましたが，下戸部長はま

たまた，彼女を睨みつけました。私？御想像下さい。

上戸部長「イヤイヤ，参りましたな。…しかし，何で

すな，これで…色々わかりました。これからはくカラ

コルム〉を追いかけますかな？」ここまで言えば，オ

ヤ？この人達ひょっとしたら巡視艇の人？…と気がつ

くのが普通ですよね？ところが，彼女は自分が披露し

た話が意外と受けた事に大満足でニコニコ笑っていま

した。素晴らしい友人です。この会席での彼女の失言

のおかげで，初対面同志の全員が打ちとけ，それ以来，

海保の敷居もグッと低くなり，ヘリ塔載大型巡視艇｢ち

くぜん」に招待されたり，アリランレースの言類の受

け付けもスムーズに運びました。

実は，この会席を持つ事になった発端が，これまた

不思議な御縁というか，偶然に偶然が重なりあったも

のなんです。去年の9月頃でしたか，朝日新聞で，三

池（熊本県）海上保安部の副部長がく有明海のお天気

ことわざ集〉を発刊した記事をよみ，海に関するもの

は何でも読みたい私，早速注文しました。一冊120円

でしたが，小銭を入れるのが面倒で御札を同封し，「お

つりは，○○育英会に寄付させて下さい」とちょっと

エエカッコしたんです。ところが受けとった側は，公

務員の立場として，たとえ寄付金でも他人のお金をた

らい廻しする訳にもいかず，本と一緒におつりが送ら

れてきました｡その｢|'に本部長のお手紙も入っており，

ディンギー乗りだったそうでクルーザーにも御興味が

おありと，また「福岡の本部長は二年先輩ですが親し

くしております」とありましたので「御来福の節，三

人でイッパイ如何ですか？」という事になった訳です。

そのうちに熊本での小型船舶安全協会設立のため，す

でに発足していた福岡側の資料をもらいに「来福しま

す」となり，「では一席」と決まったのが今年の2月

でした。アリランレース三ヵ月前ですね。

さあ，たとえ年下ではあっても，全く初対面の部長

二人と食事では人見知りしない私にもちょっと荷が重

かったので彼女を誘いました。「何をなさる人？」と

間かれ私は確かに言いました。海上保安部の部長二人

よと。ところが，大らかに育ち，素適な男性にめく’り

あって結婚，二人の娘を育て_上げ孫にかこまれて趣味

の彫刻に打ちこんでいる人には「海上保安部」と巡視

艇がつながらないんですよれェ。また，その日は別の

ハプニングもありました。まったく忙しい日でした。

二年前，アリランレースのスタート地点の事で，当時

赴任して一週間目だった警備救難課長と玄海支部との

間に意見の対立があり，それ以来何となくギクシヤク

品品品品(や品品品品品品品品品品品品や品牟

持つべきものは友
晶品革品品品品品品玄海支部片倉静江
まったくその通りです。聞いて下さい。私の親友の

お話を。「前方から巡視艇が走ってくるのが見えるで

しょう？片倉船長は言いますのよ・、皆さん，ライフ

ジャケットを着て下さい。巡視艇が行ってしまったら

脱いでいいですよ”って」この言葉を，巡視艇の親分

にあたる福岡海上保安部警備救難課長と，その上の大

親分さんの本部長，熊本から来福されたもう一人の本

部長の前で言ったらどうなります？本部長御二人のう

ち，熊本の部長はまったくの下戸で，黙々と鰈の唐揚

げを食べていました。福岡の部長と課長はいける方な

ので，飲みながら，ヨットレースの話や何やら話して

いました。もちろん町中の店ですから三人共スーツ姿

です。

この彼女の発言を聞いて笑い川したのが福岡組です

が，熊本の下戸部長は彼女をジロッと睨みつけまし

たつけ。そうでしょう，巡視艇の親分さん三人を前に，

友人（私）に不利な発言をしたんですから。特にその

日は，下戸部長と私の発案で開いた酒席ですもの。課

長は笑いながらおっしゃいました。「いやあ，わかり

ますよ。あれは夏は暑くて長時間着れませんからね」

（ありがたいお言葉で）

ところが彼女は福岡組が笑っているので「これはい

けるぞ？」とでも思ったのか「もうひとつあるんです

よ，エピソードが｣。今度は何を言い出すのかと，私

もヒヤッとしましたが，こちらもすでにアルコールが

入っていましたので豊かな気持になっており，あえて

止めませんでした。「ホホウ？聞きたいですな？」と

下戸部長。「サセホレースの帰り，呼子(佐賀県呼子港）

の沖を機走していたんです。機走って御存じですよ

ね？エンジンだけで走るのが機走。帆で走るのを帆

走って言います」三人は御存じのくせに素直に合槌を

打っていました。

「その呼子の沖で巡視艇が漁船を追いかけていまし

てね。ものすごいスピードなんです」

桑

一
）

』H，

濁
鍾､毒

醗

驚一零日

手
･穂

濤鋒鯵翰皇鱗

花田菊子女史（お孫さん） 花田進氏
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しておりました。その日部長二人だけと思いきや，そ供さん連れの課長が，ニコニコ笑ってポンツーンに

の課長も連れていらっしゃったんです。後で聞きまし立っているではありませんか？「二年ぶりに来ました」

たが下戸部長は来福する迄，課長と玄海支部との事はと。その晩友人に早速御礼状を書きました。「貴女の

全然知らなかったそうです｡思いがけない飛び入りに，失言のおかげで宴席も賑わい，，課長も二年ぶりにハー

思いがけない友人の失言，楽しい酒席でした。バーに来ておりました」そしてもう一度三人の身分を

もうひとつ私を驚かせた事があるんです。その翌日つけ力llえました｡そうです.／今度は彼女が驚く番です。

(土)，少し二日酔い気味でハーバーに行きましたら，子すぐ返事がきました｡｢あの二人巡視艇の連''1？本今11？

つまり，いつもくカラコルム〉を臨検していた連!|《の

仲間？（親分じゃ）知らなかった。私服なんか着こん

で，私をだましおったな？この純情i1憐なる花菊姐さ

んをだましたのだ｡これこそ陰謀である。もう怒った／

オイ？海上保安部出て来い.／この'l!央lﾒか今どんな所

か知らないな？このあたりはうろつかない方がええ

で？ETCETC」涙がlllる#!1裳いました。

それから一ヶ月後，」戸怖|帳，課長それぞれが転勤

になり，今度は大原敦前支部災にもおlllで1頁き，失言

居士と一緒にお別れ会をしました。この友人，前FTIの

アリランレース総合五位の立役背（食当専門）でもあ

り，また今年のアリランレースの大マグローの一PEで

もあります。海上保安部寸劇の一幕これにて，おあと

が宜しい様で。
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新苔録艇の紹介i
リセール番号,艇名,帆装,フリート,全長×；
水線長×巾×吃水，オーナー名，その他の順！＃

；☆印は会友艇
し………竜…､…蓋…轌雪.…挙汽.…………尋寅…悪………ｼ電…､罠

レデイホークヤマハ26C西宮マリーナ7．98X

6.40×2.80×1.55芝野雅恥規／艇名の由来：イギリ

スの古い物語「レディホーク」に由来します。ある王

子と姫の美しい愛のストーリーで，悪い司祭によって

狼に変えられた王子と鷹に変えられた姫とが人間の姿

で会えないが,最後には司祭と戦い人間の姿にもどり，

2人の愛が結ばれるという物語です。／抱負：先日，

シドニーとロスアンジェルスのマリナデルレイでク

ルージングをしてきました。仕事の関係で海外出張が

多いので，できれば世界のいろんな所でセーリングを

したいと思います。またこれからはレースにも参加し

てヨット仲間を広げてゆきたいと思います。

〈売りたし〉

①77年進水③ニコルソン31英国製FRP製クルー

ザースーパーバァージョン④ウィンドベーン，セー

ル7枚,ヤンマ－20HP,暖房,電気冷蔵庫,ホットシヤ

ワーなど付。完全整備済。在油壺⑤価格相談⑥〒

145東京都大田区田園調布5-23-13⑦ハセ③

03-721-2405

（
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①全長②船齢③材質④装備品⑤希望価格

⑥住所⑦氏名⑧連絡先
『'1朝

諄串『し賛



ﾉ雛ｽ禿:嗣涯

MMAHA

○
弔
い
工
○
用
Ｚ
ｐ
－
総

ヤマハ発動機株式会社

サンクズJ認｡
徽賛はいつもスキッバーにあつまる｡連こそが勝利の条件かもしれない。

しかし栄光をrにしたクルーたちの｢サンクス｣を、

もっとも心のこもった,;葉をかけられるのはこいつなのかもしれない｡Y~Rシリーズ

ヤマハがもてる技術と絲験のすべてを注いで建造する、

I阯界のレーシングシーンで｢勝つ｣ためのY－Rシリーズ。
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速 報

石原慎太郎会長運輸大臣就任

森繁久弥氏勲二等瑞宝章受章

祝賀会のお知らせ

(社）日本外洋帆走協会

専務理事清水栄太郎

すでにご高承の通り、この度石原会長は運輸大臣に就任されました。又、古くからのヨットマンであ

り、当協会々員の森繁久弥氏が勲二等瑞宝章を受章されました。

昨今、ダブルハンドヨットレース、アメリカズカップ、ニッポン・チャレンジマッチレースと、ヨッ

トも日本の社会に於いて、マスコミその他で話題になりつつあるなかで、私達の古くからの仲間である

石原慎太郎さん、森繁久弥さん、のこの度のご慶事は私達ヨットマンにとって、この上ない喜びであり

ます。

就きましては、ご両人のお祝いとともに今後のご活躍を祈念して下記により祝賀会を開催致します。

多数のご出席をお願い申し上げます。

☆なお、オフシヨア11月号のP33の年末忘年会は、この祝賀会と兼ねさせて頂きますので中止変更

致します。但し、内容はすべて祝賀会へ移行します。

記

1．名称石原慎太郎会長運輸大臣就任

森繁久弥氏勲二等瑞宝章受章

祝賀会（併催・年末忘年会及び表彰式）

2．とき昭和62年12月23日（水）午后6時30分開宴

3．ところ東京会館（千代田区丸の内3－2-1)TEL215-2111

JR有楽町駅下車

4．会費1名1万円

5．申し込み先N.0.R.C事務局TELO3-504-1911
及び詳細

6．申し込み④会場人数制限がありますので、事前の申し込みを優先させて頂きます。

方法、事前に下記の口座にお振り込みをお願い申し上げます。
振り込み銀行・口座

富士銀行虎ノ門支店

口座妬店番号133－（普)1488117

口座名（社）日本外洋帆走協会

理事清田博

※お振り込みの際は艇名。氏名をお願い申し上げます。

e締切12月14日（月）

7．主催N.0.R.C海事思想普及委員会
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